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V　結　語
I　問題の所在
　堕落と腐敗の極みに達したローマ・カトリック教会内部の改革要求として開’
始された16世紀中葉の大陸の宗教改革運動は，すぐ様宗教関係者層を越えて，
広汎な市民層を包むラディカルな福音的改革運動となって拡犬していったが，
それは犬陸の各地域においてカトリック勢力との悲惨な宗教戦争の様相を呈す
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るようになった。その結果，16・17世紀のヨー艀ヅパ大陸は流血に染った戦場
と化し，そこから排出する，迫害によって移住を強要された亡命考集団は，難
をのがれるために各地に退去せねぱならなくなっれこれらの亡命考は主にカ
ルヴィ＝■派を形成する中小の商工業者たちで，ネーデルランドを中心地とし，
さらにフランスおよびスベインの周辺地域で商工業活動を営んでいたが，彼ら
はイギリス，スイス，ドイツ等に定住先を求めて故国を後にしたのである。
　このような亡命運動はその担い手が主に織物業を営む当時第一級の職人層で
あったたやに・経済史上では極めて重要なr大陸からの技術移転」を生み出し，
彼らの亡命先に新産業をもたらしただげでなく同時に在来産業にも刺激を与え，
その国の経済転換の一大跳躍台となったのである。すなわち亡命者が急激に流
入することによって，それまで衰退していた亡命先の諸産業が活性化し，さら
に一段と発展することも可能となったのである。
　こうした謂わぱr熟練職人集団」の亡命考受げ入れに関する研究は，彼らの
亡命先産業に与えた影響の重要性がある程度認識されるに至ったにもかかわら
ず，わが国ではぺ・まだ繕についたぱかりといってよいだろう。亡命集団めドイ
ツ経済史への影響については石坂昭雄，諸田實両教授が卓抜Lたサーヴェイを
書いておられ，ωその後石坂教授によって優れた個別研究が展開されており，‘2〕
また17世紀後半のナソトの勅令廃止を契機とするユグノーの亡命とその経済的
影響については，金哲雄氏によって研究が進められているが，帽〕これらの研究
も現時点では今後の成果をさらに期待する段階にあって，これからも詳しい個
捌研究が待たれるところである。筆考もかつてイギリスに関して各都市の定住
の特色を整理Lたが，〔4〕文献が古いものに偏って最新の研究成果を二恥・出せな
いという難点があった。　　　　　　　　、
　ところでわが国の亡命考集団研究の状況は以上のようにいまだ僅少だが，本
稿で直接の対象とするイギリスにおいてもそう多くの目覚Lい球果が挙が？て
いるわげではない。これまでにも数多くの亡命都こ関する研究は発表さ却てお
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り，＝5〕近年にもいくつかの労作を見ることはできるけれども，㈲「熟練職人」と
しての亡命考集団を，すなわち「経済人」である亡命考集団を中心に据えた研
究は意外に少ない。
　古くはカニンガムの研究があり，㈹近年にはジョソ・サースクが16世紀後半
以降，農村工業の広汎な展開と外国人による新職業の導入の重要性を強調して
いるが，帽］サースク自身も指摘する様に，近世イギリス経済史における外国人
の役割の評価は今後の研究に委ねられている。｛9］
　さて以上の内外の研究状況を踏まえて，本稿の直接対象とするrロンドンの
熟練工亡命老集団」の研究意義を，イギリス各都市の亡命考杜会と関連づげて
述べてみよう。イギリスが歴史的に見て，外国人移民に非常に寛大な国であウ
たことはすでに周知の事に属する。それは14世紀のユドワード四世治下に大量
のフランドル移民が流れ込み，イギリスの毛織物業の発展に彼らが一翼を担っ
たことからも知られている。そしてそれ以降も実際には，外国人移民は継続的I
に流入L続げており，職や仕事を求めて職人および商人がイギリスにやってき
ていたのである。そしてさらに，単に職や仕事を求めてのそうした渡英は，外
国人移民の伝統的パターンとも言うべき一定の「型」であって，このパターソ
は16世紀の最初の数十年問まで継続していたのであっれところが1540年代に
なるとこの伝統的パターソが崩れ始めて，それ童でとは違った動機の移民が口
：／ドンに流入するようになる。ωこれがすなわちr熟練工亡命考集団」で，こ
の時期から徐々に大陸の亡命運動の影響をイギリスも蒙り始め，単なる経済目
的に左右されないr信仰上」の亡命老がロンドンに渡り，熟練職人として杜会
に多犬な影響を及ぼすようになる。
　もっとも，国際的貿易都市のロンドンは永年にわたって外国人商人，とりわ・
げイタリア商人がその最有力者として富裕な集団を形成し，16世紀中葉に至っ
てもこうした外国人商人がロソドン輸出貿易の約半分を支配Lたとまでいわれ
ており，その下の層に主に低地地方のオラソダ語を話すフラソドル人が外国人
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1職人となって，ロンドンの諸カンバニーおよびギルドと関係をもちつつ，長期
一の経済活動を営んではいた。だから1540年代に信仰上の亡命考の大量流入を経
験するはるか以前に，ロソドンは相当数の移住者を抱えこんでおり移民杜会の
」母体はすでに形成されていたと言えるのであり，それ故，40年代の亡命運動の
活発化にもかかわらず，ロソドソは比較的スムーズに亡命老を受げ入れること
ができたのである。
　その後1560年代に入ってロンドソ亡命者杜会は本格的な経済構成の転換を経
験するが，この時期は同時に，主にロソドン亡命考教会から選抜された特定の
職業集団一おもに新毛織物の織布工一が東南部の各都市一代表的な都市
としてコルチェスター，カソタベリー，ノリツジ，メイドストソ，サウサンプ
トソ，サソドウィッチ等一に謂わぱr派遣」されてコロニーを形成する時期
犯当っており，このコロニーの形成が主要契機となって16世紀後半の東南部各
都市のr経済構造の転換」が生じたのであり，ω最近の研究に則して言えぱ，
r都市工業と農村工業の分業体制」が生み出されることになったのである胸そ
してその際にロソドン亡命考杜会は極めて大きな役割を演じていたのであ私
すなわち各地方都市の亡命考コロニー確立にあたって最大の援助を提供したの
が後に述べる三つの外国人教会を頂点とするロソドン亡命者集団であり，その
一意味で，ロンドソ亡命者杜会は，亡命考が地方都市に拡散Lコロニーを形成，
確立する過程でr亡命者集団」のr母体」としての機能を果したのであ飢
　後段では各地方都市の亡命考コロニーのr母体」の機能を演じたロンドン亡
命者集団の形成，確立，展開を順に論じて行くが，その際筆老には二つの基本
葡観点があることを記しておきたい。それは宗教的観点と経済的観点である。
第一の宗教上の観点は，カルヴィソ派を形成する亡命考集団が1560年代から活
・発となるピューリタソの動きとどのような係わりを有したかという点であ私
これはピューリタン革命へとむかうイギリス宗教改革との絡みから極めて重要
五問題で，両考の密接な関係をこれからの論述において最少隈度記すことにな
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るだろう。第二の経済上の観点は本稿のメイソテーマで，亡命者集団はイギリ
スにどのような新職業をもたらL，諸カンバニーとは如何なる関係を保持しつ
つr自己」を確立していったかという間題である。この問題について，亡命考
・の出身地，職業，法律上の立場，ギルドとの関係等の具体的項目にわたって検
討を加え，それらをイギリス政府の移民政策の展開という大枠の中で位置づげ
てゆくつもりである。
注（1）石坂昭雄「16世紀におけるネーデルラソト・プロテスタソトのドイツ散在一そ
　　の経済史的概観一」（北海道犬学『経済学研究』2791・1977年・307－349頁）。
　　諸田實「信仰の亡命者一ドイツ経済吏への影響一」（神奈川大学『商経論叢』
　　XIV，1．1978年，69－93頁。）
　（2）石坂昭雄「ヴェストプロイセソにおけるネーデルラソト系メソノー派コロニーの
　　形成とその経済活動（1525－1772）（ユ）一（3）」〔北海道大学『経済学研究』34の4．
　　1985年，34（488）一53（507）頁，35の1．1985年，17－33頁，35の2．1985年，
　　28（204）一57（233）頁。〕
　〈3）金哲雄「ユグノーの経済的研究への一つの序論一ナント勅令廃止前後のフラソ
　　スおよび亡命先の織物工業を中心として一」（『大阪府立犬学経済学研究』第28巻
　　4号，1983年，47－99頁。）同氏「ユグノー亡命の金融・財政的帰結」（犬阪府立犬
　　挙『歴史研究』第23号，昭和59年，55－78頁。）同氏「ユグノーとフラソス初期資
　　本主義一コルベルティスムに関遠して一」（犬阪府立大学『歴吏研究』第24号，
　　昭和6ユ年，65－94頁。）イギリスにおけるユグノーの定住地を扱った論文としては，
　　拙稿「イギリスにおける移住者による技術移転解明のための前提一ユグノーのイ
　　ギリス定住について」（早稲田大学犬学院『商学研究科紀要』第24号，1987年，199
　　－231頁。）を参照。
　（4）拙稿「エリザベス期イギリスにおけるプ艀テスタソト亡命老の各都市定住一十
　　六世紀後半のイギリス経済と技術移転一」（早稲田犬挙大学院『商経論集』第50
　　号，1986年，n－30頁。）
　〈5）プロテスタソト亡命者に関する諸論文，薯書の文献目録は以下の論文を参照のこ
　　と。拙稿「16世紀後半のイギリス経済と外国人移民一新しき視点の設定と文献的
　　整理一」（早稲田犬学院『商学研究科紀要』第21号，1985年，201－222頁。）
　（6）たとえば，BemardCottret，T3〃2∂’2尤〃，工’λ刎g12ま27〃2ま∫25■幼〃9杉s16｛一
　　17εs伽1ω，1985．近年におけるプロテスタソト亡命者（ユグノー）を扱った文
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　献で概説とLてよくまとまった研究書は，R．D．Gwym，且〃g刎肋o彦肋7肋gε，
　τ加〃曲η伽6ω弼肋肋ま｛o椛げ伽屈昭〃舳oお伽β7クfα松1985がある。巻
　末の研究史の整理は有用だが，経済史的アプローチを意識しているわけではない。
（7）W・C㎜ningham，〃舳肋〃敏肋51o肋g1α〃，1897・
（8〕Joan　Thirsk，Eω物o”c月o1伽α””勿20お，1978．（三好訳『消費杜会の誕生』
　東大出版会，1984年），たとえばpP．3－6，P．13．〔訳書6～8頁，18頁〕。
（9〕ジ目オソ・サースク，鵜川馨訳『1700年にいたるイギリス農業史一最近の研究
　動向について一』〔立教大学，国際学術交流報告書，第五韓，1985年〕，72頁。例
　えぼ次の研究書の中に・1500～1650年のイギリスの経済発展に亡命者の果Lた役割
　が犬きかったことと，それに関する研究が無視されてきたことを指摘する記述があ
　るo　Carlo　M．Cipol1a，Bφo〃肋召1閉∂〃5抄｛〃亙召砂o1〃ガo地，E〃70ψω〃∫ocわ妙
　σ〃Eω〃o〃，1000＿1700．1976，p．26Z（この点にっきましては指導教授の市
　川孝正先生に御教示されまLた。この場を借りて心より感謝申し上げます。）
⑩　Andrew　Pettegree，肋焔㎏〃Pクo嫡肋〃Co〃刎〃〃肋ポ伽S〃肋〃ゐ・C舳肋η
　Zo〃o勿，1986，p．2．本書は後段でも各所で引用されるが，近年の亡命考研究の最
　良の書である。因みに本書の意図は，「induStryおよびtradeに対する亡命者の
　革新的役割の認識に貢献すること」とあ札（p・6）
⑩　船山栄一薯『イギリスにおける経済構成の転換』未来社，1967年，29頁。米川伸
　一著『イギリス地域史研究序説』1972年，第7章「15－17世紀のウーステッドエ業
　史」。安元稔薯『イギリスの人口と経済発展』1982年，第2章「移民と技術移転」。
⑫　坂巻清著『イギリス・ギルド崩壊吏の研究一都市史の底流一』有斐閣，昭和
　62年，279頁，287頁，295頁。1570年以後の「都市と農村の間の新しい関係の形成」
　の問題は，近い将来，都市での亡命者コ肩二一形式という重要観点を導入して整理
　される必要があるだろう。これまでわが国の都市史研究考の間で亡命考の存在の重
　要性を意識して位置づけている研究はない。これは日本の研究老に落度があったの
　ではなく，イギリスの研究書に問題があったのである。例えぼこの問題提起の榎拠
　とLては，以下の研究書を参照されたい。
　　I．Scouloudi（edited），H〃9〃召閉oお去〃・B〃肋｛〃α勉6ま乃2〃1ケ召閉6乃Bα6尾g70秘刎6．
　1550＿1800，ユ987，p．226．
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n　初期移民政策の展開と亡命者杜会の形成（1540－1558）
　ロンドンにおける移民杜会の歴史は古く，16世紀中葉にプロテスタント亡命
者が大量に流入を開始するはるか以前に，移民杜会はすでに成立していたこと
は，前章で記述した通りである。本稿では「信仰」による亡命老集団を一義的
な対象とするために，亡命者教会の設立をロンドン移民杜会の転換点と見傲L，
これ以後の当局による政策史的展開と亡命者杜会の経済的特質を論じることと
したい。
　ユ547年にヘソリー八世が逝去しエドワード六世が即位したことで，ロソドン
の亡命老杜会は新たな情況に直面することとなった。プロテスタント亡命者に
とってプ回テスタ：／トに深い親和性を示したエドワード王の即位は極めて有利
に働き，この即位はイギリス国内では根本的なプロテスタント宗教改革の実現
可能性を示唆し，全ヨーロッパ的に見れぱ，亡命者集団の定住によってイギリ
スに国際的プロテスタント・コミュニティーが実現することを意味していた。ω
こうLたラディカルなプロテスタソト受げ入れを認めるr開かれたイギリス」
の開始は，大陸からpeter　Martyr，Bemardino　Ochino（1547年来英），
Francis　Dryander，JohnきLasco（1548年来英），M三rtin　Bucer，Pau1
Fagius（1549年来英）といった当蒔第一級の改革者が招鴨され改革運動を開姶
することによって告げられることになった。｛2］この中には後にグロスター主教
となるJOhnHOoperの如き根本的改革思想を持つプロテスタントも存在す
る。彼は担当教区で徹底した改革を実現Lようとして失敗し異端とLて焚刑に
処せられた人物である。帽〕フーパーの国籍はイギリスであったが，彼はチュー
リッヒに渡り，そこで大陸の宗教改革運動を見聞後，再び故宙に戻った。そし
てフーパーのようなイギリスの代表的宗薮改革老と上述の如き大陸から招聰さ
れたプロテスタソトの宗教改革者とは密接な関係を保ち，外国人教会設立に際
Lては大いに助力L合い，この時期惨携たる腐敗状況にあったイギリス国教会
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の粛正運動に拍車をかげようとLていたのである。｛4〕
　こうした内外の宗教改革への強い情熱を背景とLて，1550年春に外国人商人
杜会の有カメンバーFrancis　Bertieが礼拝場所を確保するための請願書を国
王に提出し，国王はAustin　Friarsに教会設立のチャーター（許可）を与え
ることになる。この設立許可の獲得および契約にはオラソダ人教会が中心的役
割を湊じ，この時期の政治上の事情からフランス人亡命考は顕著な役割を演じ
ていない。それは1550年3月まで継続Lた英仏間の戦争がフラソス人の積極的
参加を許さなかったからである。そのように国際的政治状勢は不安定で決Lて
順調なものでなかったが，イギリス国内のプロテスタントに対する宗教的親和
性は直面する政治的不安定をも乗り越えて，外国人教会設立に有利に展開して
行ったと言えるのである。帽〕
　ところで，このように徐々に規模を拡大する亡命者杜会とそこから湧出した
亡命者教会華こ対Lて，当時の当局考達は何を期待L，彼らから如何なる利益を
獲得しようとしていたのであろうか。この問いに対しては宗教的観点と経済的
観点の二点から答えることができる。第一に宗教上の観点から亡命考に期待さ
れた役割を述べてみよう。
　結論を先取りして言えぱ，本章で扱う時期においては当局者たちの関心は亡
命者の有する技術上（＝経済上）の利点よりもむしろ，彼らの宗教上の立場に
向けられていたのであり，㈹この理由は次の様な事情に由来Lていた。エドワ
ード治世に入って宗教政策が緩和され様々な宗派が混在し始めたが，その緩和
政策のため当時ではイギリス国内でr異端」と見なされていたアナバプテスト
派が急速に増加し当局の厳重な取締りの対象となっていた。ヘンリー八世の治
世下ではアナバプテストはオランダ人（フラマン人）移民杜会に限定されてい
たために，特にオランダ人カルヴィニスト教会の設立がr異端」コソトロール
に役立つとの議論が，当局考の問で活発になされていたのである。＝7〕
　だが，宗教上のr立場」だげで亡命者集団が十分に保護され続けたとは患わ
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れない。｛畠〕実際に当局考の意識も純粋な宗教上の議論を脱却して次第に，亡命
老がイギリスにもたらしうる経済上の利益に移行していったからである。すな
わちr熟練職人」とLての，つまりイギリスの諸産業に多大な利益を提供Lう
るr経済人」とLての亡命老集団が，徐々に当局者の脳裏に浮かんでくるので
ある。そしてこのようなr熟練職人」としての亡命者集団を発見するきっか
けには，以下の様な史実があった。その史実とは，1549年にサマーセットの
lLord　Protectorがグラストンベリーにフランス人のブロテスタント織布工を
招きコロニーを形成させ，彼らの進んだ技術を導入して，周辺の衰退しつつあ
る織物製造地域を復興させようとした事である。｛9］このコロニーはフラソス人
敏革著Valξrand　Poullainのもとで，「宗教的」コロニーの装いを帯びて組織
されていたが，この外国人織布工誘致政策とその広範な産業上の影響力は次第
に為政者の注目するところとなった。これは1550年前後の外国人教会設立時点
では為政考にそれほど意識されなかったが，後に検討する様に，女王メアリの
厳Lい迫害政策を経て亡命者社会が崩壌Lた後，1560年代の女王エリザベスの
新たなる保護政策の展開によりプロテスタニ／ト亡命老杜会の復興を経験する時
点では，亡命者の持つ高度のr熟練技術」が為政者および当局者を引きつげる
最大要因になっていた。その意味で1549年に確立するグラストンベリーのフラ
ソス人コロニーは，亡命考集団のもつr潜在的経済カ」をイギリス人為政考達
に決定帥こ周知させたという歴史的意義を持っていたのである。さらに，この
ようなコロニー設立の背後にある当期のイギリスの謂わぱr上から」の国民経
済確立運動ωの立役者が当時最も名高い政治家のウィリアム・セシルであった
ことが，その後の亡命者集団の立場に幸いしたのであった。すなわち，この開
明的政治家が1547年以降サマーセットのセクレタリーとLて直接にこのプロジ
ェクトの進展とその後の展開を目の当たりにしていたからであり，こ・の政治家
の発言と主張がユリザベス期の移民政策の基調をなすに至るからであ飢けれ
ども，イギリス絶対主義国家の原理とほんらい根本的に相入れない原理を持つ
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このラディカルなプロテスタント亡命者集団をその統制下に内包しようとする
政策的矛盾は，ピューリタン革命の接近と歩調を合わせて露呈し，ウィリア
ム・ロードのピューリタン撲減政策に至って極限に達することは，後半の叙述
で明らかにされるであろう。
　このようにして，外国人教会設立当初目ンドンにおけるアナバプテスト迫害
政策の一環として進められたカルヴィニスト亡命考集団への配慮は次第に彼ら
の持つr潜在的経済力」（＝熟練技術）への意識へと移行し，やがてこの後者
の意図が亡命者教会およびそれを敢り巻く亡命者集団の保護政策の基調をなす
に至るのである。
　こうLて確立Lた亡命者集団内部の諸関係，とりわげ本稿では大切な，亡命
考集団の産業穣成上の特色を論じなげれぱならない。ここでは1540年代から途
中女王メアリの迫害で亡命者が地下に潜る期問の，すなわちエリザベス治世に
入って亡命考の大量流入を経験するまでの約20年問にわたる，亡命考集団の構
成上および職業上の特色を検討してみよう。
　最初に，ロンドンにおける亡命考人口の地理的分布を探ることにする。地図
Iは1550年時点におげる外国人人口の分布と二つの外国人亡命老教会の位置を
示したものである。附国王ヘンリ八世の治遺末期，ロソドンの外国人人口はせ
いぜい5～6千人でシティ全人口の5～8劣程度を占めるにすぎなかったと言
われるが，この数字に反して外国人の影響力の大きかった理由は，地図に表示
された様に，彼らの居住地域がある特定地域に集中する傾向があったからであ
る。．この特定地域への亡命考集団の集中傾向は約一世紀後にも変化することば
なかった。胸すなわち市壁に囲まれたシティ内部を概観すると，外国人は東部
に集中して居住L，西部では特定地区を除いて居住地区を形成していないこと
がわかる。密集する東部地区でも最も密集度の高い地区はLa㎎bome　Ward
で，この区は外国人金匠（901dsmiths）の居住区で同時に極めて富んだ地区で
もあった。蝸一方，外国人人口の僅少た西部でもLiberty　of　St　Martin－1e－
　1508
504戸ソドンにおげるプロテスタソト亡命考杜会の形成と移民政策の展開
??????．?．???．??????????????????????????????????????????????????
????????????
???????
?』???????
⑰
??．．…?????????????、
?????????????????、???????????????????????????????? ｝ ． ．㍗
??．?…?…?…?????????? ???
???．．｝．???????
　　■■．．
??????．．
－
??????』 】??
?＝…｛
??
??????????《???ー????????????????? ?
?』?』｝????
?????????? ????
??????????
1509
（???）?????????????
406　　　　　　　　　早稲田商学第327・328合併号
Grandeは例外で，このリバティでは居住人口の半分は外国人で占められてい
た。幽ところでこのように外国人はシティ内の特定場所に集住したが，この蒔
期彼らの最も集中する場所はむしろシティ外にあり，Southwark，St．kathe－
rine’s，East　Smith丘eldがそれに当っていた。㈲同様の事情を1593年の資料で
確認すると，資料に登録された7，113人中5，5垂5人とこの時期にはその大部分
がシティ内で居住区を穣えている。㈱当局者の心配の種ともなった外国人の特・
定地域への偏在理由はいくつか考えられるが，とりわげシティ内の東部に集中
した理由を記述すれぱ，吻第一にこの地区がロンドンの商工業上の中心地区を
形成していたこと，第二には，ここが港に一番接近していたぱかりでなく二つ
の亡命考教会がこの地区にあったこと，この二点を推断でき私
　続いて当期の亡命考の職業上の問題の検討に移ることにしよう。主要論点ば
亡命老集団の従事した職業とその居住地区との関連性，それに職業上の観点か
ら見た場合の亡命者集団と亡命者教会との関係の問題であ乱当期の亡命者の
職業内容は1560年代に本格的に流入する亡命者集団の職業とは基本的な点で
異なっており，そうした相違自体が亡命運動の変化と新たな展開を示唆してい
る。1560年以前の亡命者集団の基本的な職種を挨討すると三種類検出でき，そ
れらは織布工（weavers），桶職人（c00pers）および印刷業（printing　trade）
であった。最初の織布（WeaVing）については永い問に外国人を雇用するr伝
統」がロソドンで確立しており，16世紀に至ると1ight　clothsや1uxury
fabrics製造上の外国人技術の「卓抜性」も認識されだしていて，その世紀の
中葉にはロソドソ居住の外国人職人の優秀な技術を如何に吸収するかという点
が新Lい関心を呼び起こしていた。㈱そうした外国人職人に対する積極的な関’
心の背景には，1547年に枢密院がPoldaviesの織布技術を持つブルターニュ
人（Bretons）を招いてr技術伝授」の契約を交わしたり，胸上述Lた様に同時
期にウーステッド製造のためのフランス人織布エコロニーがグラストンベリー
に形成されて，相当の評判を得ていたという事情があった。そうした外国人織
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布工の持つr熟練技術」の評判はかなり高く，London　Weavers’Cd㎜pany
の如き代表的カンパニーも早い時期から亡命者の織布工に一目を置き，彼らの
優秀な技術を積極的に導入しようとLていたことがわかる。匡c例えぱ，1547～
1553年のカソパニーの会言十報告書には30名の外国人が登録されており，1551
年になると外国人のカンパニーへの入会金は25シリングと規定されるほどに
カソパニーの態度は明確となっているL，同時に本会計報告書で判明する外国
人の職業を列挙すれぱ，絹織布工（silk　weavers）一（少なくとも）3名，
fringeweavers－4名，ribonmaker－1名，1acemaker－1名，1ine－
nweavers－4名となっていて，この時期ロンド：■におげる外国人織布工が
最も卓越性を示したのが，むしろr著傷晶」に属する製品の製造であったのが
理解される。同時に，この時代におげるロソドソの中産層の発展がどの程度の
ものであったのかは定かではないが，一般r大衆消費財二［業」の発展とそれに
対する広汎な「需要」を前提として湧出するはずの一国全体の「消費杜会」を
考慮に入れると，㈱この時期にそのようなr著修品」の購買カを持つ口：／ドニ■
という大都市の特殊な状況をこの職業穣成は示しているようにも思われるので
ある。
　次に外国人の形成した第二の職種，桶職人（cOopers）の検討に移ろう。こ
れは14世紀末にフラソドル人の導入したビール醸造業と関連をもち，外国人の
確立Lた職種である。16世紀前半までにはC00pers’COmpanyが主導権を握
らており，1531年のカンパニーの会計簿には12名の外国人世帯主（stranger
householders）が登録され，また会費（Quarterage）納入者のうち外国人の
占める割合は1547年一25劣，1552年一35劣，1555年一40％と増大しており，こ
れはカンパニー側が未公認の外国人桶職人を自己の内に徐々に包摂しその支配
を強副こしていったことを示すものである戸ロンドンにおける外国人桶職人
集団は他の二種の職業に従事する外国人と比較すると「特殊性」を帯びていて，
この「特殊性」については後段で検討するが，ここでは外国人桶職人がEast
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Smithfe1dに集中していたという地理上の特殊性を指摘するに止めることに
する。陶
　さて外国人の従事した第三の職種，印刷業（pfinting）について見てみよ㌔
印刷業はイギリスでは新職業といってもよいくらい極端に外国人に依存した職
種で，国王エドワード六世治下の宗教上の統制緩和政策の恩恵をうげて，それ
が祈薦書（liturgieS）をはじめとする宗教書の需要急増となって現われ，その
結果，印刷工の数が急増して非常な重要性を帯びた職業であった。㈱エドワー
ド治下では約70名の外国人が印刷業で働いておりその大多数はオラソダ人雇
職人（jOumeymen）で，うち数名の老は当時の主要な印刷業者Craft㎝，
Whitchurch，Singleton，Dayの下で雇用され，他方でまた，数名のオラソダ
人はr独立」の印刷業者とLて自立していた。
　これまで見てきた様に，国王ニドワード治世下ではロンドンの外国人は資料
上で検出可能な者に限定Lても，織布，桶職，印刷の三種の主要な職業に携わ
っていたのがわかるカミ，ある一定の「技術革新」をもたらす宗教上の亡命者と
Lての観点から見ると，この三種の職業は相互に如何なる特色を示していたの
であろうか。以下に記すように，織布（weaving）と印刷（printing）は非常
に類似した特色を示し，桶職（c00pers）のみがr特殊性」を帯びて出現して
くるのである。印刷業はイギリス人に新職業とLて意識されていたが，一方で
永年にわたって確立していたWeavers’COmpanyにとっても外国人織布工
はr新技術」をもった革新者とLて意識されており，、実際に外国人織布エセまイ
ギリス人には未知の布（c10ths）や絹の如き高品質のr著傍品」を製造してい
たのである。それぱかりではない。印刷業と織布業はこの時期の亡命運動の影
響をまともに蒙ったおかげで，新しい移住職人が絶えず補強される形で，すな
わちr技術革新」のインパクトが断絶することなく常にくり返されながら，展
開していったのである。㈲事実，Weavers’Companyに加入Lた外国人の多
数が宗教改革運動の初期に深い衝撃を受げた7ランドル地方のWestkwartier
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の工業村落出身であったとも言われている。㈲
　ところで外国人橘職人集団だげはこれとは全く異なる様相を呈していた。そ
の相違は，外国人桶職人集団が亡命運動から大きた影響を受げてないだげでな
く，既存の外国人桶職人が亡命考教会にほとんど関心を示さないことにもあら
われていた。餉そLてこの無関心さは女王メアリのカトリック的反動政策によ
るプロテスタソト迫害の最中において，イギリスに留まった外国人の大多数が
橘職人であったという事実に明白にあらわれているのであ飢とりわげ宗教上
の観点から見た場合，なぜ同じ外国人集団でありながらこのような職種による
相違が生じたのであろうか。推測できる理由は二点ありその第一点は，桶職人
という職業上の性格によるものである。すなわち亡命者が流入を開始した時期
に桶職人集団はイギリスですでに固定化され確立化された職業集団（クラフト）
となっていたために，製品のr差別化」やr技術革新」をほとんど必要とLな
いr伝統的集団」となっていたことが指摘できる。鰯これは言葉を変えて言え
ぱ，外国人桶職人集団は新参者を好まぬ外部に閉鎖的な集団となっていたとい
うことである。これとも関違して第二の理由は，すでに指摘した居住地域の問
題で，外国人織布工達が時代の下るにつれてロンドン郊外に拡散する傾向を示
すのに対Lて，外国人桶職人ぱEast　Smithieldに集中し，他の外国人とも
隔絶した別の杜会生活を送っていたという事である。闘こうして16世紀中葉ま
でにすでに強固な支配権を確立していたCOopers’Companyに・夫多数包摂さ
れた外国人桶職人集団は，当時の宗教上および経済上の諸変化を忘れて，自ら
の伝統部門を追求Lていたのである。
　さて，これまで外国人の従事していた主要な三夫職種を見てきたが，次に外
国人教会の構成員から職業上の特色を検討Lてみよう。まず前提として，ニド
ワード治世下に一体何人の教会構成員が存在したかという聞題については，正
確な資料の欠如のため実際には推測の域を出ない。オラソダ人教会に関Lて残
存する記録から捷測すると，489名の構成員（内135名は婦人と子供）が記載
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されていたが，1553年ではおそらくこの2倍の構成員のいたことが推測され
る。帥値方，この時期のフランス人教会に関する証拠は欠如し判断の基準は存一
在Lないが，エリザベス期にはオランダ人教会と同規模の構成体であるので，
フランス人教会も当初からオランダ人教会と規模はそう異ならなかったと一応．
仮定しておいてよいだろう。馴以上の二つの外国人教会を合わせると，1550～
51年の約700名の成人構成員が治世末にはその2倍へと急激に増加し，この数
字に彼らの妻子を含めると1553年時点での二教会の規模は3～4，000人程度で
あったと考えられる。そLてエドワード王の治世末のシティおよびその周辺地
域の外国人人口は約1万人だったと言われており，ここから判断すると外国人
教会と直接的な関係をもたない外国人も6～7，000人はいたことになる。但し
この数字の亡命者が宗教上の問題と無関係であったとは一概には言え重い。と
いうのも，相当数の亡命者が教区教会に出席していたらしいからである。鯛
　さて外国人教会の会員がロンド：■に永く定住すると，当然ロソドンの商工業
内に統合されるわけだが，例えぱオランダ人教会の最初の会員260名のうち職
業の判明する者は以下のような内容であった。鯛
　　仕立屋（tailors）一約40名
　　製靴工，靴修繕工（shoemakers，cobb1ers）一50名
　　ハット製造工，手袋製造工（hats，91oves）一16名
　　木工職人（woodwork　crafts）一37名
　　バスケヅト製造工（basket一㎜akers）一8名
　　金属工（meta1workers）一30名
　　ガラス製造工（91assmakers）一6名’
　　織布工（weavers）一17名
　　印刷工（Printing・trade）一15名
　このような例で理解される様に，この時期のオランダ人教会の構成員の主要
な職種はイギリスのr伝統部門」に属する商工業と重なり合うためにどうして
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もイギリス人と直接的な競合関係に入り，そこから亡命考に対する憎悪や敵鼠
心が生まれざるを得なかったとも言えるのである。幽ところでそうした構成貝
はロンドンのどの地域に居住していたのであろうか。230人のオランダ人教会
の構成員中，Southwark－77人，シティ外一70人，東部East　Smithield，
St’kathemer’s，Whitechape1一垂0人，西部（とりわげFari㎎ton　Ward
Without）一30人で，それとは別にシティ内ではLiberty　of　St　Martins’に
20名おり，Aldgate，Tower，Langbomeにも居住している。オランダ人教会
についてみれぱ，大多数の溝成員は諸リバティ，および市壁（City　Wa11s）外
に居を構えており，全体として見れぱ，彼らはロンドン四方から教会に参集し
ていたのであった。㈲次にここでは極めて重要な事項をつけ加えておこう。そ
れは，こうLた教会構成員の多くが外国人の活躍する大部分の商工業の、r代表
者」でもあったという事実である。鯛つまりこの事実は，外国人杜会の中心的
機能を担っていたのが亡命考教会であったという事を意味し，当局が外国人杜
会を利用する場合にもあるいは強制力を行使する場合でも，まず第一に政策の・
意図がこの亡命考教会にむげられることとなったのであ飢
　本章の最後に，女王メアリ治世のプロテスタント迫害下における亡命老集団
の問題を論じておかねぱならない。これまで一般的には，この苦難の迫害下に
亡命者はほとんど海外に脱出したと信じられて来たが，最近の研究によると実
情はそう単純ではなかった様であ孔女王メアリ治世に入ると，エドワード六
世のプロテスタント親和保護政策は完全に停止され，カトリック復興政策が積
極的に推進されるのは周知の事であるが，政策転換の当初，宗教問題に関して
新体制の宣言は一般的に中庸であり，かなり協調的な内容であった。だが，宗
教政策の転換とその影響を最初に警戒せざるを得なくなったのは外国人集団で
あった。帥外国人牧師は1553年8月16日までに説教は禁止され，その年の9月
初句からグラストンベリーのフランス人コロニーも閉鎖するよう枢密院から宣
告を受げた。そして1553年12月カトリックのミサ（Mass）が公的に復活し，そ
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の前後の数か月問に多くの外国人が大陸の諸都市にむげて再亡命するのを余饒
なくされたのである・闘ここにロソドソにおげる公的な外国人教会は閉鎖され
るに至るのである。
　そこで，これまで一般的に強調されてきた女王メアリの迫害によるプロテス
タント集団の大量国外退去は，実際にどの程度genera1exodusに結果した
のであろうか。この問題に関してはこれまでの推定に反して，メアリ治下の外
国人の相当部分がロンドンに残り，当局の監視を逃れてプロテスタ：■トの礼拝
を行ない，かつ自らの商工業活動を継続したことが推測される。例えぱサザー
クの外国人の場合，1552年と比較すると1559年には40％程度名前が減少してい
て，メアリの追害期に外国人人口の相当数の縮小が確認される。また1552～
53年までの問にも外国人は継続Lてこの地域に流入していたであろうから，そ
の減少幅はもっと大きかったに違いない。鯛但し，そうした減少幅の増大を考
慮しても，同時に同じ資料がこの地域に定住した外国人の相当部分が女ヨ三メア
リの追害期に留まったことも示唆してい乱この推定は，1568年，1571年の外
国人人口調査（surveys）を検討すると，20年以上もロソドンに定住する外国
人を数多く検出できることからも支持されるのである。㈹従って結果的に言え
ぱ，1553年以降女王メアリのプロテスタソト迫害政策により数多くの外国人が
国外退去したのは事実だが，そめ反面留まる者も多くおり，外国人のgenera工
exodusに結果することはなかったと結論づげられるのである。⑳
　では，身に迫る厳しい迫害政策の中で如何にして多くの外国人がロンドンに
留まれる条件を得たのであろうか。主に法律上，産業上，宗教上の諸点から検
討してみよう。第一に法律上の見地から検討を加えると，1554年2月17日に発
令された国外退去令の内容には，「煽動的で非国籍所得者（non－denizen）外
国人ぱ国外退去すべし」とあり，イギリス国籍取得済みの外国人はこのr追放
令」には含まれていなかった。従って外国人であっても，その者が国籍取得者
となっていれぱ，迫害期でもロンドンに継続して居住が可能となったわけであ
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る。⑳
　第二に産業上の観点から亡命老をロソドンに留めた要因を探ってみよう。鮒
定住期問の永い熟練工亡命者はこの時期に至ると，ロン．ドソの諸クラフトの中
で相当重要な位置を占めていて，一方で数の面からも，非国籍取得者の労働者
が高い割合の熟練職人層を形成することもあった。当然そうした場合には，雇
用するイギリス人側では有能な熟練労働老を突然奪われるのを好まなかったで
あろう。結局，外国人のr熟練技術」を必要不可欠の要素として取り込んでい
た口：■ドソの各商工業者にとって，r追放会」の厳格た施行は自己のr既得利
益」を著く犯すものだったのである。そしてこうLた推測を裏づけるものとし
て，1556年のシティ内でのr外国人雇用不可条例」では例外規定が設けられて
おり，この条例の実施規定には醸造業者（brewers），フェルト帽製造工（fel－
tmakers），cap－thickersが，また織物業では刷毛工（carders），紡毛工
（spinners），編物工（knitters）が除外されていた。現実の体制内の決定的異
分子を条例の例外規定で保護Lたことは，ロンドンにおげるイギリス人商工業
者の誇願による圧力が相当強かったことを示すものであって，外国人の保持す
る優秀な熟練技術を奪われたくないというロンドンの商工業考の利害が，政府
による迫害政策の貫徹を阻止したのである。
　次に多数の外国人をイギリスに留めた第三の理由を宗教上の観点から見てみ
よう。㈹これは一言でいえぱ，外国人杜会には宗教上の事柄に無関心であった
考も多数いたという事である。すなわち宗教政策上の変化をほとんど意識しな
い外国人も相当数存在して，彼らはr良心」の間題に低触することなく，復舌
したカトリック体制に1贋応できたという事であ飢そうした人々の代表例が，
先述した外国人桶職人の一団であり，彼らは亡命考教会とほとんど関係を持っ。
ていなかった。そして宗教間題に無関心であった，こうLた外国人に共通する
点は，彼らが亡命者教会設立以前に永くロンドンに居住していたという事であ
った。以上三点の理由で，女王メアリの厳しい迫害下においても多数の外国人
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がロソドソに留まり得たのであり，とりわげ第二の理由に属する，ロソドンの
商工業者（諸クラフト）の外国人に対する厚遷が困難の中にある熟練工外国人
に有利に働いたと考えるべきであろう。つまりこの困難の最中においても・外
国人達は自己の保持するr熟練技術」に助けられたわげである。
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紹　乃紘，PP．121－123，P．131．r外国人労働老雇用禁止令」発令直後Dyers’Co血pany
　の幹事（wardens）は講願書を提出して，二名の外国人染色工Henryvan　Tynen，
　Leonard　Bassheの仕事の継続許可を求めている。
㈱乃倣，P．124，P．129。メアリ治世にカトリックのミサに出席した人々の行動ほ，
　1559年に亡命先からイギリスに戻った人々によって，有罪とされた。また，諸リバ
　テ4およびサザークの外国人集団は，自己の家で「秘密礼拝」を守ったようである。
皿　エリザベスー世治下（1558－1603年）における亡命者杜会の
　経済活動
　（1）移民政策の転換と亡命考杜会の再形成
　1558年女王メアリの逝去後エリザベスー世が王位に着くと，即位後数か月し
て外国人プロテスタントは徐々にロソドンに戻り始めた。この時のフランス人
教会の代表考は，Jean　Dumas，オランダ人教会の代表者はAuthory　Asheで，
そして亡命者杜会全体は当時のロンド：■主教Edmund　Grinda1の監督下に置
かれた。この主教グリソダルの保護のもとで亡命者達は広範囲の自由を享受し，
エドワード期の教会運営ωをモデルにしつつ経済活動を開始することになる。
　前章で検討した様に亡命考の潜在的経済力を最も明確に認識していたのは，
かのウィリアム・セシルであった。〔到ウィルアム・セシルは開明的な女王エリ
ザベスー世のもとで，遇去の経験に基づいて，輸入代替のための新産業を導入
する上での種々のプロジニクト政策に亡命外国人が璽要な役割を演じることを
最初から見抜いていたともに，この高度の経済力たりうる熟練工外国人のr技
術伝播」を促進し指揮する際に，外国人教会が特別な役割を担うことも十分に
認識していた。セシルが亡命老の来英を熱心に歓迎Lた理由は，大陸に大きく
依存していた様々な工業製品をイギリス国内で製造すべきだというエドワード
期以来の議論に強く触発されていたからである。＝副セシルは諸製品の輸入依存
を減少させるためにとりわげ二つの大きな政策を導入することとなる。すなわ
ちその第一が，「新技術」を有する外国人への一定期間のバテント付与政策で
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あり，ωその第二が，後に東南部の各都市に向げてのプロテスタソト亡命者招
璃政策である。この二つの政策は実際には互いに絡み合っていたが，エリザベ
ス期のr初期数年間」にセシルは，外国人に一時期パテントを許可するかわり
にイギリスに新製品を導入させるという提案を受けている。その実例はイタリ
ア人絹織布工の集団，新型の凌漢機（dredging　machine）を導入した二名の
ブランス人，硝石（saltpetre）製造のオラソダ人等へのバテソト付与だが，㈲
セシル自身はr新産業」を導入するのにパテント政策のみに依存する必要はな
いと考えていたようである。そLてその代替案にrプロテスタント亡命者の各
都市招聴政策」があったと考えられる。同時に，イギリスに流入する亡命者集
団の「職種」の変化の観点から，そして前章との比較からも極めて重要な事柄
であるが，大陸の宗教戦争の悪化に伴って低地地方の織物製造都市での迫害が
強化されるとともにエリザベス期に入ると，「犬衆向げ」の新毛織物（New
Draperies）の織布工が大量に流入する様になり，㈲実はこの新Lい亡命者集
団が後にノリッジやコルチェスターを代表とする東南部の各都市に毛織物業の
rセクター転換」を生じさせる礎となったわげである。このような熟練職人と
しての亡命者の「職種」の変化は非常に重要な点で，エドワード期ではむしろ
イギリスのr伝統部門」と結合していた亡命考の職業がr内容」を変化させて，
各都市に迎えられ，「技術伝播」を通じてイギリスの国民的産業を担う一部門
を成立させたのである。
　続いて，外国人杜会を統率する上で中心的な役割を演じた亡命者教会士政府
当局との関係について論じてみよう。セシルのプロジェクト政策で亡命考教会
が典型的に利用された例は，1561年サンドウィッチにオランダ人（フラマソ
人）労働考が招鴨された時である。この時には，サソトウィヅチの市当局考の
求めていたオラソダ人（フラマソ人）労働者をロンドンのオランダ人教会の牧
師が選抜し，そこで選ぱれた労働考をArchbishop　of　LondonとBishop　of
Londonによる承認後サンドウィッチに送ったと推測されるのである。ω
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　亡命者教会の果した役割は熟練労働者のr選抜機能」ぱかりではない。ロン
ドン内部の外国人杜会の「経済的規制」のためにも，亡命老教会が利用されて
いる。外国人がイギリス人と肩を並べて同等に経済活動を営むためには，一
定額の手数料（fees）を支払って国籍取得者（denizens）になる必要があっ
た。｛割当時の当局者の問には，亡命者教会の会員でない外国人は国籍取得者の
身分に相応しくないとの見解があり，ユ562年以降新規の国籍取得者の登録は，
その候補者リストが外国人牧師の許に集められ審査を経た後で行なわれるよう
になった。要するに当局考は，国籍取得者とLての身分を亡命外国人に許可す
る前にあらかじめ，「良き行い」と宗教上の正統性を審査する機関として亡命
者教会を利用Lた訳であ飢19〕反対に，亡命考教会側から見れぱ，教会の会員
であることで国籍取得考と同等の身分が付与されるのを望んでいたわけで，国
籍取得者の身分を獲得するために，相当の金銭的負担を伴ったことを考慮に入
れると，その様な教会側の要求も至極当然であったのである。美はこうした亡
命者教会側の要求は，イギリスに上陸して問もたい亡命考達がイギリスの法律
上の諸規制に無知であったために，イギリス人との間で様々なトラブルに巻き
込まれ，そこで生じた不平，不満が亡命考教会の上層部に重でも伝わってきた
というr初期」の事情を背景に持つものである。ω例えぱ，非国籍取得者は店
輔（shops）を開設Lたり他の外国人を雇用Lてはならないと規定されていた
にも拘らず，事清を知らない上陸直後の亡命者はそれを無視して経済活動を営
んだために，イギリス人の職人（artisans）や小商工業者（sma11tradesmen）
の感清と利害を損い，役人に密告されたり，あるいは脅しを受けたりしたので
ある。
　最後に，亡命者教会の調査報告書に基づいて，ニリザベス期に再形成された
教会の職業構成を取り上げてみよう。ニリザベス期の亡命考教会の構成員の職
業構成をエドワード治世下のそれと比較すると，興味深い対比を示す。前章で
も検討したように，1550年に提出されたオラソダ人教会の構成員の職業穣成は
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r伝統的」にイギリス人にも実践されてきた職業を中心としていたが，帥1561
年に亡命者教会の長老法院（COnSiStOrieS）が提出したリストの職業構成は，
それとは幾分内容を異にLていた。まずオランダ人教会のリストでは，靴修繕
工（shoemakers）一12名，木工職人（woodworkers）一6名，織布工一
30名〔内少恋くとも9名は絹織布工（silk　weavers），その他21名は，フラン
ドル出身のr新毛織物」織布工〕から成り，またフランス人教会のリストによ
れぱ，判明する34名の織布工中28名は絹織布工（silk－weavers）で，その他
に41名のハット製造工（hatters），手袋製造工（91oves），キャップ製造工
（cappers）がいたのであ孔このように外国人杜会全体から見れぱ規模は遥
かに小さな亡命者教会においても，「熟練職人集団」としての外国人杜会内部
に生じたr職種上の変化」を看敢することができるのである。胸
　以上をもって本節の分析を終えるが，本節の締めくくりに基本的た論点を整
理しておくことにしよう。第一に，エリザベス期に再びイギリスに流入する亡
命者集団の定性に伴って再形成された亡命考教会に対する当局者の意識は，イ
ギリス宗教改革に対するrモデル教会」といった宗教色を帯びたものでは最早
なくなっていたこと，そしてそれと入れ替わりに，第二に，ユ560年代以降に至
っては，亡命者によってイギリスにもたらされる「新職業」，「新技術」が為政
考の注目するところとなり，自国の経済的利益のために熟練工亡命者を利用し
ようとする意識が急速に盛り上がっていたということである。そLて第三に，
こうした新Lい状況を亡命者教会の指導者はすぐ様察知L，産業上の議論を紐
帯とする当局考との関係の中で，「熟練職人集団」としての亡命考教会および
亡命者杜会の側面を，自已保存のために前面に押L出Lていったのである。
注（1）　O．P．Grell，λ刎κ瑚万〃〃5”閉∂〃召P刎7〃α免Rωo1〃〃o椛，肋2D〃6ゐ　Cあ勿κ尻
　　肋〃〃o閉，1603＿1642．1983，pp．18－19。但L，アナバプテスト派へのオラソダ
　　人教会の異端撹は，ネーデルラソドのカルヴィン派教会から厳しく批判されていた
　　らLい。おそらく，外国人教会のアナバプテスト「除外」方針はイギリス当局者に
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　公的な忠誠を宣言する上で必要とされたのであろ㌔
（2）　Andree　Pettegree，Fo〃クg掘　1ケo加8肋〃彦　Co〃物物施〃加∫伽　S〃まω閉肋・Cθ免肋げ
　工o掘do〃，1986，p．139．／Thirsk，五ω〃o〃ξc月o〃η例6P〃加6ま8．1978，p．33．
　〔三好訳『消費杜会の誕生』44頁。〕サースクはこの時期の政府の指導的人物とLて，
　サー．トマス・スミスとウィリアム・セシルを挙げている。また，本書の各所に出
　てくる「コモソウニルスメソ」の果した役割については，亡命者集団の技術導入政
　策の展開の上でも，再検討する必要があるだろう。また，絶対王政期のいわば「上
　から」の国民経済確立の意議ぱ，1553年にWiniam　Chot血elyが国王に献呈した
　バソフレットにもあらわれており，彼はこの中でイギリス国内で広幅織の「仕上げ」
　を行なうことの重要性を謹い，そのためにはフランドルで行なわれている「仕上げ
　技術」を外国人の招噺こよって導入すべきことを主張してい弘
（3〕　Pettegree，o力．c〃．，p．140．
（4）この時期のパテ：／ト付与政策は外国人発明家を奨励するためのものが主であり，
　これまで「バテソト政策」は「コモソウニルス」の理念と完全に相反する政策とし
　て退けられてきたが・サースクの上掲書の様に精綬な研究書が出版される現在の研
　究段階においては，1580年代以降国壬の蚊入と直接に繕びついて廷臣や一部の特権
　業者に与えられ，後にピェーリタソの総攻撃に曝されたパテント政策とは，一応一
　筆者がパテソト政策自体を肯定している訳では決してないという意味で一区別して
　扱うぺきだと筆者は考えている。サースクも主張するように，「以前に特許を交付
　された発明家的職人は十分な資金が次く，職業上の秘密を守ることは困難であり，
　ましてや・競争相手の企業を抑圧するために代理人や椿報提供者を雇用することな
　どできなかった」L，またrかれらの新しい技術はすぐにみんなに知れわたった」
　からである。（J．Thirsk，ψ．o狐，万oo〃o〃o　Po〃η伽d〃勿ε6お，P59．同訳
　書，77頁。）
．（5）エリザベス期のバテソト政策を扱ったものとして，次の論文がある。E．W．
　Hulme，The　History　of　the　Patent　System　under　the　Prerogative　and　at
　Common　Law，XIII（1897），pp．313＿318．A．A．Gomme，肋ま吻おoグ1刎舳ガo椛，
　0〆g勅伽∂0ゲo〃肋oグ肋ε月σ勿励Sヅ8加刎肋B7タ肋初，194a
（6〕　Pettegree，0ヵ．6ξ左，p．141．
（7）乃肱，P．141．R．H．Tawney　and　E．Power，T〃07五ω勉o〃o　Doc刎〃伽ま＆Vol．
　I，1924，　p．299．
（8〕　I．Scouloudi，R2切閉∫oヅ∫ま〃勉g〃∫伽肋θルτθ〃o力o〃∫，1593．1627．1635．
　1639，Huguenot　Society　of　London，Quarto　Series，Vol．LVII，ユ985，p．4．た
　だし国籍取得着になるために必要とされた費用は，時代によって異なり詳細に決定
　を下せない。例えぼ1563～66年にTheHanaperで登録のために支払われた額は
152｛
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　多様で，少ない額で，6s－8d，最高で33s－4dであった。
〈g）　Pettegree，oψ．6〃．，pp，142＿143．
々◎　　13クム，pp．144＿145．
⑭　本稿第皿章の〔注〕鋤鵠の箇所を参照。
個　Pette罫ee，oψ．c肱，皿1雀7．亡命職人集団あもたらLた新職種は絹のような「蓉
　移品」に属するものもあったが，「夫衆向け」の新毛織物もあったのである。
　（2）亡命考の出身地と職業上の特色
　本稿で扱う1560年以降ほぼ80年問におげる亡命者の出身地は，最初に結論的
専こ言えぱ，イギリスに最も接近した中央ヨーロッパの北西部で，今目ではベル
ギーに接する北東部フラソス，ネーデルランドおよびネーデルラソドに接する
ドイツの一部の地域である。
　さて表IはKirk編纂の調査書をもとにしてスクラウディによって整理さ
れたものであるが，この表に示された様に亡命者の犬多数はネーデルランド
（Netherlands）出身考で占められており，ω第2位は神聖ローマ帝国（the　Em・
＝pire）一21で，第3位ぱフランスである。具体的な数字の集計によれぱ，ネーデ
ルランド出身は1571年一1，604人，1618年一681人，1635年一1，094人で，
神聖戸一マ帝国出身は1571年一525人，1618年一194人，1635年一200人，
またフランス出身考については，1571年一141人，1618年一124人，1635年
・一579人となっていて，これらの数字の検討により，1618年にネーデルラン
ド出身者が減少しているのと1635年ではフランス出身老が相当数増加Lている
のが特徴である。もとよりこの数字は実数でなく，資料に出身地の記載された
範囲内での数字であるから，判断は慎重でなげれぱならないが，1635年のフ．ラ
ンス出身者の増加は，1620年以降のフランス人の大量流入帽〕に起因するもので
、あると擦測できる。
　ところが亡命者の出身地の問憲はそう簡単ではない。伺じくスクラウディが
ユ627年，1635年，1639年の調査書から亡命考の出身地域の数字をあげていて，
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表工　外国人の出身地
出　身　地
Netherlands
The　Enlpire
FranCe
“Dutch”
Po1and
Switzerland
Spain
Po武ugal
Turkey
Italy
Hmgary
Tartary
Russia
No榊ay
Sweden
Scotland
I－eland
England
Brazi1
確認不能（Unl㏄ated　places）
合　　　計
1571年11月10目
1，604（人）
　525
　1垂1
　31
　1
　3
　19
　2
　1
　37
101
68
2，542（人）
1618年 1635年
681（人）
194
124
　6
3
3
2
24
　1
121
　1
17
1，185（人）
1，094（人）
200
　579
　5
　7
　13
　13
　3
45
工
2
1
1
3
3
529
58
2，557（人）
（出所）　I．　Sc01ユlo口di，■κ邊掘1閉刎な吻あo閉”弼”ノ【”色勉Co刎物刮蜆ξ”鮒｛砲ムθ蜆∂o閉1588－
　　　1640・1936・pp・65－66から引用。（但L着干修正）
注ω本表にはイギリスで生まれた外国人も含まれているo
　働　本表の数字は外国人の実数ではなく，因みに調査書に言己載された外国人数は11571年11月10
　　目一4，755人．1618年一1，281人，1635年一3，546人であ私
　値〕さらに細かな分類もできるが，隷幅の関係で省略する。
表皿はそれを筆者が整理したものである。当表に記された様に，今日のベルギ’
一出身の老がトータルで414人，フラソス出身者は1，191人，　ドィツ（the・
Empire）が152人となっていて，表工の1635年の数字と比較しても，数字の
大きさは相当異なっているのである。この理由は原資料の操作の問題が根底に
あるために数字の異動が極端に激しくなるだげでなく，時期に応じて政治上o
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　　　　　　　表皿　外国人の出身地リスト
　　　　　　　　（1627．1635．1639年の調査から）
Belgium
（おそらくSp舶ish　Netherlands）一
Denmark
FranCe
Gemany
（The　E皿p阯e）
Great　Britain
Greece
Hlmgary
Itary
NetherIands
（The　U皿ited　PmΨhoes）
Norway
Poland
POrtugal
Russia
Sa▽oy
Spain
Sweden
Swit2e■酊and
確認不可能
人　　数
　414（人）
　6
1，191
　ユ52
89
　1
　1
50
497
54
（出丁玩）　1．　Sco皿1oudi，亙砿〃〃一5θナS云”匝蜆g胴初舌危百ル％・
　　　紗oヵo雇5　1593，162Z　1635．1639．1985，p－107
　　　から整理。
（注）地域分類は本表では省略した。
境界線が移動するためにスクラウディの地域分類が変化している点にも，その
理由の一端はあると思われるのである。いずれにせよスクラウディ自身が細か
な資料分析のあと言及する様に，そのような数字は完全であるにはほど遠く，
情報量が断片的であるために出身地域を明白に確定することは放棄されねぱな
らないとされた上で，＝41とりあえず本節の最初に戻って，亡命考集団の出身地
帯は中央ヨーロッパの北西部すなわちイギリスに最も近接Lた地域であり，そ
のうち多数の亡命者の出身地不一テルラントの南部諸地域（Haユnault，Fhn・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1527
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ders，Brabant，Cambrais）は，スベインの支配が最強で永続した地帯であっ
たことを確認することで満足しなげれぱならないであろり5〕そしてこのよう
に一定程度の確定はできるけれども，出身地を明確に区別できない点カミ17世紀
後半にフラ：■スから逃れたr二・グノー」と異なるわげである。｛6〕
　次に外国人の人口数を見てみよう。表皿は年度による外国人人口を示す表で
ある。本表で提示された様にロンドンにおげる外国人人口のピークは1568年の
6，684人で，1567年と比較すると約1，800人増となっている。この急増は1568
年のA1va公の迫害に起因しており，1568年の数字のうち5，347人一Dutch・
ユ，119人一Frenchとなっている。ωそLて全体を概観すると，1568年を例外
とLて16世紀後半のロンドンには平均約4，000人の外国人がいたと思われる。帽1
それが1635年になると若干減少して約3，500人となっている。このように約70
年問にわたるおおよその推計によれぱ，ロンドソには常時3・500～4・000人の外
国人がいて，1560年代がそのピークであったと推測できるのである。
　続いて亡命考のもたらした職業の検討に移ろう。各種のr新職業」の検討に
入る前に，外国人全体の中で，どの職業に従事する考が最も多かったのかまず
　　　　　　　　表皿年ごとの外国人の人口数（ロジドン）
　　　　　■年度　1　　調査の対象老 人　　数
1567（年） おそらく男性，婦人および子供。 4，851（人）
1568 男性，婦人，および子供。 6，684
1581 男性，および少数の婦人，子供。 4，079
1583 男性，および多くの記載の中に婦人と子供が含ま 2，796
（？） れている。
ユ583年5月おそらく男性，婦人および子供。 4，106
1635 男性，婦人および婦人。 3，546
（出所）　I．Scouloudi．λ肋弼1刎刎な畑κo〃眈刑6λ1ξ肋Co肋伽刎閉肋鮒肋工o〃o〃1558」1640（Tbesis出所）
　　　S口bmitted　for　the　M．Sc　Examinatio口，Lo口don　Universi軌1936）・p・50から引用o（但L
　　　着干省略。）
（注）本表のヵバーする範囲は，Wards　of　the　City　of　London・虹eas　L㏄al1y　within　or　borderhgo口
・h・Ci蚊，およびそgLib・廿i・…dW・・dWi伽・t・W・・tmh・t・・およぴそのLib航i…Miω・sex
parishes　and　Distfctsであるo但し1635年についてぱ2名のみSuπeyDist正ictsが含まれているo（ここ
ではくわしい地域の分類は省略o）
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???
簑v　年度ごとの外国人の職業権成
年度
・…年1
地　　　域
wards　of　the　City　ofLondon
交易，輸送
丁畑de，
Transport）
213（人）
織物
toxtile）
およびそ
の関連業
種
175
衣類
clothi㎎）お
よびその関
業種連
…1
皮革業
Leather
T胞des）
金属，宝石
業（Metal
and　JeWe1岬
丁陥des）
・・1 63
木材加工
業（Wo．d
T蝸des）
26
，宿
?，
i119）
高度な非手
工業（Fmer
Non・M副nual
T正副des）
種々雑多な
商工業
（Mixed
　　T閉des）
?????）?? ???? 。。??）??? ?」????
4121183
20??14582344435715
BridgeWardWithout
およびその諸リバティ
（Liberties）
腫地的にシティ　（the
Clty）内に位置するカ㍉
あるいはそこに接する
他の地域
Westminsterおよび
その諮リバティ
（Liberties）
Midd1esex　Parishes
およびDistricts一
2232304028751163390
18173241孤1
1
301771431331741102350275325（人）計合
5792905288554512900711571年Wards　of　the　City　ofLondon
261224642543455821Bride　Ward　Withoutおよびその諸リパティ
局地的にツティ内に位
置するカ㍉あるいはそ
ごに按する他の地域
m2236105929???
伽ωo
1583年
（？）
W鮒ds　of　the　City　ofLondon 264 147 138 23 99 32 79 78 12 ｛M0
BridgeWardWith㎝tおよびその諾リバティ 31 19 20 13 38 11 12
局地的にシティ内に位
置するか，あるいはそ
こに接する他の地域
10 17 36 31 60 30 28 18 11
Westminsterおよびその諾リパティ 4 10 1
Midd1esex　Parishes
およびDistricts 69 11 16 16 6　　　　5 27
合　　　計 279（人）264 208 90 198 106 124 132 42
1618年Wards　of　the　City　ofLondon 144 248 50 55 13 29 15
BridgeWardWith㎝tおよびその諾リバティ 107 17 14 7 15
1635年Wards　of　theαty　of
Lo血don 100 417 23 23 4 17 48 18
BridgeWardWithout
およびその諾リパティ
局地的にシティ内に位
置するカ㍉あるいはそ
こに接する他の地域
46
64 53 11
1
10
Westminsterおよびその’諸1リバティ 16 15 7 43
Middlesex　Parishes
およびDistricts
合　　　計
18 267
131（人）　　796 81 43
15
64 15 34 113 38
（咄所）I．Scou－oudi，〃伽肋〃思畑伽閉舳4λ1伽Co刎刎舳肋ω伽工o〃o卸1558－1640（Thesis　Submi肚e“or出e　M．Sc．Examination－
　　　　　　　London　Univorsity，1936），pp．111－n2から弓1用o（但L着干省略）
注ω　この数字を蜘こして作成されたと推定される表は．杣稿「エリザペス期イギリスにおけるプロテソタソト亡命着の各都市定住」（早大大学院『商経一諭集』第・
　　50号，1986年3月10目）．17頁に引用してあるo
　1到　この数字にはその職莱に従荻する著の妻子は舎まれていないo
旧1地域のカバーする範囲は以下の迅りであるo　Wards　of　tho　C1t1of　L㎝d㎝　　Aldgate，A1d鮒酌to，B田sslsh目w・Blshopsgato・B棚d　Str㏄t・
　　Bmad　Str㏄t，Bridge　Within，Billi㎎sgateI　Cand1ewiok　St肥et，C田stle　B田ynard，Ch醐p．Coloma皿St欄t．C㎝dwainor　St肥et，Com・
　　hm，Cripple醐te，Dowgate，F趾1ngd㎝Within，Fa正i皿gd㎝Without・L舳gboum・Lime　St肥et・Po正tsok㎝・Que㎝hithe・Tower・Vi回岬・
　　Wa1もrook．この他の地域の分類については．スクラウディが明白に提示していたかoたり．あるいは原資料の調査年によってカパーする地城が奥一なったりし
　　　ているので．現時点では綱かい分類を記すことはできない。
　141奥体灼な職棚の記述は以下のものを除いて、紙輻の都合で省略するo上掲亀Apendix亜xii－xxviiを参照されたい。
　　　　織物（Text11e）およぴその関述葉橡　　Silk6pm爬閑，tw1sto閑、throst甘g，wmde閑，we田w鵬，φers　and　mlsce1－anoous副1k　t閉des，
　　　　　　wool　spimle閑，weave閑and温nishing　t蜆des；佃弧work甘g；she趾唱鵬，‘om㎞鵬，oardors；spinmrs．th肥副d　twiste閑，winders；
　　　　　　叩i…l1叩・…チ・…；d・・1・；t・…t岬。・k鮒1舳閑i皿t三対iI酬miデcel1田m㍗s㈱ile帥dalliedt冊des；1acemake「s・．
　　　　衣撤（αothmg）およぴその関連莱種　　Cap，hat，caul　makers　a皿d　all1ed肘ad朗、t田11o閑、othor　make閑，menders　of　and　deale囎m
　　　　　　　appare1；alld　amied　trades．
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確認しておきたい。表vで明確に看取できるように，、亡命者の流入する期問を
通じて衣類（c10thing）およびその関連業種に従事する者と，織物業（textile）
およびその関連業種を営むものとが多数を占めていたのであり，中でも絹職人
（silk　workers）は大量に存在していて，1635年には大量の絹職人が来英Lた
ために，London　Weavers’Co㎜panyはそうLた絹職人について特殊な規約
を作成しなげれぱならなくたったρである。そして織物関連職人に関Lて言え
ぱ，その大多数はリバティや局地的にシティに接する地域よりも，市区内で営
業を営んでいた。特定地域に集中する職業はないが，・織布工（Wea▽erS）およ
び絹織布工（silk　weavers）は主にBridge　W駈d　Withoutおよびシティの
東部，北東部，北西部に，木材加工業（Wood　Tr6des）はBridge　Ward
Withoutにかたまっていたことがわかる。＝副次に表Yは1593年の資料に基づ
くものであるが，本表から判明することは第一に，外国人の職業活動は市区
表V　外国人の職業構成（1593年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Midd1es眺およぴ職種ごとの従事老数（人）　市区（the　City　Wards）内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Surreyの隣接地域
Cloth＿醐aking＿520
C1othes＿一naking＿202
Mercantile＿208
Meta1workers＿189
Food－148
Leather　Workers＿101
Wood　Workers＿65
Artistic＿47
Educational＿43
Medica1＿29
Legal－4
Miscel1aneous－233
351（人）
158
201
133
79
59
48
34
40
24
　4
175
151（人）
μ
　7
56
69
42
17
13
　3
　5
58
（出所）Scoul01ユdi，R直肋〃肥oナS〃囮閉8〃5肋ま加ルー召〃o力o〃∫・1593・1627・1635・1639・1985，p・81
　　　から引用o
蛍11本表の原資糊まElles皿ere　MS2514（e）であるo
ω　本表には外国人の下僕（SeπantS）や外国人のもとで働くイギリス人は含まれていないo
13〕残種の内容は上掲書，ユ31－132頁を参照されたい。
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　　　　　　表皿　外国人の職業構成（1635年）
職種ごとの従事老数（人）市区（the　City　Wards）内　Westminste「・Midd王esex・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Surreyの近接地域
C1oth－making＿713
C1othes－making＿129
Mercantile－94
Meta1Workerト81
Artistic－60
Educationa1＿29
Leather　Workers＿22
Medical＿22
Food＿21
Wood　Workers＿7
Legal－3
“皿iscel1aneous＿141
317（人）
97
87
56
20
19
　8
11
12
3
3
43
　　　　396（人）
　　　　32
　　　　　7
　　　　25
　　　　40
　　　　10
　　　　14
　　　　11
　　　　　9
（WestminsterはO）
　　　　　4
　　　　98
（出所）I．So01ユl01ユdi，肋肋枕oヅS〃囮昭榊初肋ε〃砿〃ヵo1ゐ，1593．1627．1635．1639，19呂5，
　　　pp－133－134　カ、らfF垣定o
注ω　本表の原資料はSt日te　Papers　Domesticである。くわしくはScouloudiの上掲蓄117－121頁を参照の
　ことo
12〕本表に外国人の下僕（SeπantS）や外国人のもとで働くイギリス人は含まれていない。
値〕職種の内容は上揚書133－134頁を参照されたい。
（the　City　Wards）内に集中していることである。そしてそこにおいて多数
の亡命者がcloth－and　clothes－making　industriesに従事していたのであつ
た。そして第二に，これは本稿において極めて重要な点であるが，この中にば
イギリス人にとって全く新しいかまたは馴染みのない織種もあって，とりわげ
si1k，tapestry，1ace，need1e，pinおよびracquet製造がそうしたものに属．
しており，政府はこのようなr新職業」の導入を歓迎する傾向にあったのであ・
乱ω続いて1635年の資料に基づいて同様の分析を試みてみると，表Vに示さ
れた様に，亡命考の職業は1593年の場合と同様第1位がC1oth・making関係
の職種で占められており713人がそこに挙げられているが，彼らの大多数は
r新種」のc1oth－silk，P1ush，mohair，tuftta丘ty，velYet等一を製造
する織布工（weaYers）であった。ωそしてその内396人は市区外で，すなわち一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1533
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Westminster，Midd1esex，Surreyで働いており，市区内で働く者はそれよ
り数を減らLて317人であった。第2位はClothes・makingの129人で，その
内訳ばtal1omg－104人，clothmg　accessor1es　　8人，buck1e・makmg
－2人，embroidering－3人等となっている。そしてその他の職業構成
は1593年のそれと大差なかったと見てよいだろう。また1635年の職業溝成で注
目すべき点は，商業活動（Mercantile）を営む94人のうち87人は市区（City
Wards）で働いていたということである。
　以上の諸点の検討の上つぎにこの時期（17世紀初期）の外国人の職業で特徴
釣な点を指摘しておこう。1635年の別の資料からも判明するように，ウエスト
ミンスターには芸術（Artistic）関係の職業に従事する外国人が増大Lてい
る。胸これは17世紀に入るとウエストミンスターでフランス人亡命者（ユグノ
ー）が急増したことを示しており，そこでの外国人全体の中に占めるフランス
人の数は，1627年一35人（23％），1635年一164人（46％），1639年一641
人（76．5劣）となっている。㈲そしてこの急増の結果，世紀末にむげてロンド
ンのユグノー教会は急成長Lていくのである。ωこれはフラソス人亡命老が，
新ファッションや著傍品に興味を有する階級の需要を満たす職業に従事してい
たことを示すものであり，ここが宮廷（Court）の郊外に位置することと関係
があったと考えられる。こうしたフランス文化の影響は1639年にはもっと大き
くなり，ウエストミンスターに屠住する27人の外国人tai1orsのうち23人が，
また12人の外国人shoemakers中4人がフランス人であった。また新ファッ
ショソを生み出すフランス人職人の影響ぼ血etallurgic　trades苗こも看敢され
るようになり，外国人職工19人中8人が蓉修品製造のフランス人職人からなっ
ていた。そしてその内訳はjewe11ers－3人，engraマers　of　rings－2人，
2ilder　of　watches－1人，cutler－1人，，stone　cutter－1人となっ
ていた。㈲
　ところで，外国人はどのようた新技術や新職業をイギリスにもたらしたので
　1534
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あろうか。1593年，1635年の職業穣成の中で若干例を指摘しておいたが，改め
て具体的に整理Lようとすると容易ではない。近年のサースク教授の研究によ
れぱ外国人のもたらしたr新職業」の数は移しいものであったと言われてい
る。㈹ここではロソドソに外国人がもたらLたr新職業」の代表的なものを取
り上げて整理することにしよ㌔まず第一にロソドンで外国人の確立Lた最重
要な職業は，絹製造である。ロソドソにおける絹製造の急速な拡大は16世紀末
から17世紀初頭に開始Lたと考えられ，この職業の急成長に伴って，これに従
事する外国人職人層ぱLondon　Weavers’Companyとその関連業種を営む
イギリス人の貧しい職人達から不平や苦情を浴びることにたる。ω第二に，ホ
ップを原料とするビール製造，排水装置（drainage），給水（water　supply），
それにタベストリー（taPestry），ガラス，時計，針の製造およびstamping
Cf　COinS等を挙げることができる。またその他に極めて重要な技術として，
新しい染色技術があり，胸その例として1561年にStaiata　Cavalcanti（フィレ
ンツェ人）が16年間の藍（indig0）輸入の権利を許可されており，また1634年
にJerome　Lanierにはウール（woo1），絹（silk），リソネル（linen）に染色
をほどこすパテントが与えられている。
　以上，見てきたように，ロソドンの亡命者集団の経済活動で最犬の特色は，
彼らが絹製造業を確立したことであり，この点は十分に強調しておきたい。
　だが外国人のもたらした「新製品」や「新職種」の検出に至るまでさらに研
究水準を高めることは，今後の課題と言えるのである。
注（ユ）S・ouloudi，oψ．・払。肋榊ψS物〃9・・∫。P・85・S・ouloudi・，oψ・o欣。”刎
　　1刎刎㎏〃肋〃，p－68．拙稿「16世紀後半のイギリス経済と外国人移民一新しき橿点
　　の設定と文献的整理一」（早稲田犬挙大学院『商挙研究科紀要』第21号，1985年11
　　月）206頁参照。
　1〔2），（3）　Scouloudi，oψ・o〃・，■4〃2犯∫〃o刎タ2κα〃o仏P・65・
　〈4）　R．D・Gwynn，亙〃9〃刎oまH2〃勿禦。丁加ゐ畑oηα〃dω〃か必〃ガo〃ψ肋召
　　1王〃g〃2閉0オsξ閉jB7””ξ勉，1985，p．26．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1535
432 早稲田商挙第327・328合併号
（5〕　Scou1oudi，oψ．o〃。，1～功”7勿sρグ5ま””珊gε7∫，P．108。
（6）　Scoulo1ユdi，oψ．o〃．，ノエ〃色椛1〃，刎ケ身7”〃o地，PP．67－68．
（7）　1肋∂・，p．51・
（8）1あ〃．，P．51．但し時期不確定な1583年の約2，800人は保1留としてである。ところ
　でロンドソの全人口と比較Lた場合，外国人人口はどの程度の割合を占めたのであ
　ろうか。Dr．Sutherland（1972年）は，1590年のロソドンの人口（シティおよび諸
　　リバティ）は116，O00～135，O00人，1595年は123，OOO～1μ，000人としている。ま
　たFinlay（1981年）は1593年のロソドンの人口を128，000～150，OOO人とLている。
　　ここでFinlayの推計値（150，000人）を茎礎とすると，1593年の冒ソドソの外国
　人を5，545人（E11esmereMamscript）としてその割合はわずかに3．69％と，人
　数の上ではごく少数にすぐない。〔Scou1oudi．，oψ．励．，1～θ肋閉80ヅ5か肋8〃5．
　P．76。〕
（9）　Scouloudi．，oφ。6〃．，■4κ2施1刎〃〃身κα〃o〃，P．111．
①◎　Scouloudi，oカ．o〃．，R功〃7〃∫o18加”〃82■5，P．81．
㈲1肋。，P．101．
⑫，鯛〃〃．，P．103．
　　　　　　　　　　Westminsterにおける外国人の職業構成（1635年）
職　　業 Westmi口ster全体ロンドソ　（Metm一West血insterの占（人） poli・）全体　　（人）める割合　　　（％）
Artistic 63（人） 60（人） 60（劣）
Clothes・making22 129 17
Cloth－making 1 713 O．14
Education 6 29 20．6
Food 4 21 19
Leather 10 22 45
Legal 0 3 ‘Medica1 7 22 31．8
Meτcanti1e 2 94 2
Metal　workers14 81 17
Wood　workers1 7 14
Miscenaneous61 141 43
　　　（出所）I．Scou－oudiの肋肋刎50r　S〃〃幽附の同頁。目ンドソ全体の外国人数は表Wの数字
　　　　　　　　と同じである日
⑭　R．Gwynn，The　Distribution　of　Huguenot　Refugees　in　England；II：Lon・
　don　and　its　EI1平irons，H〃g．Soo．P700、，Vol．22（1970＿1976）pp．509－568．
Φ5　Scouloudi，oψ．o杉．，P．104．
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⑯　J．Thirsk，万ω刎〃c1〕o肋ツ醐∂〃o加的，1978．各頁を指摘するまでもなく，
　．本書全体がそれを指し示Lていると言えるのである。
Oヵ　Scou1oudi，o力一〇〃．，λκθ勉1刎刎｛g7ακo刎，p．146，p，148．
Φ尋　Ibid．，p，154．
　（3）一亡命者在会の確立と亡命考集団の法
　律上の立場，および職業構成の特色
　エリザベス期以降，亡命考集団は徐々にイギリス人の商工業活動の中に溶け
込み，法律上の立場も次第に確立し，また経済活動も積極的に行うようになっ
ていった。最初に，外国人に課せられた種々の法律上の・問題を検討してみよう。
スクラウディは15世紀後半以降の’この問題に検討を加え，「外国人」（aliens）
と呼ぱれる者に対しても種々の法律上の対危があったこ1とを括摘Lている。ω
ここでは外国人がイギリスで安定した商工業活動を営むためには，基本的に二
つの方法があったことを述べそおこう。それは国籍付与開封勅許状（Letters
Patent　of　Denization）と帰化法（Actsらf　Naturalization）あ法的制度に基
づくものであっれこの二つの資格を獲得することの内容の相違は種々あって
簡単には言えないが，まず基本的な相違はその出所にあったと言われ，前者の
勅許状（Patent）は国王に，後者の帰化法（ACts）は国会制定法（Acts　of
Parliament）の形で立法部に置かれていたが，手続き上，勅許状の方が入手
しやすかった。1到そLてとの両老の施行範囲は16世紀では単なる制度上の区別
しかなく，基本的相違はなかったが，17世紀に入ると法律上の見解において，
根本的相違が生じたといわれる。一言でいえぱ，帰化（naturalization）では
イギリス人と同等の便益が与えられたが，国籍取得（denization）は一定の制
隈に服しており，土地椙続などでこの相違が現われた。胞］
　ところで外国人達はこれらの法律上の身分をどの程度獲得Lたのであろう
かσまず国籍付与開封勅許状に関Lて，1558～1603年一1，962件（内1，669件
はエリザベス治世の20年問に獲得），1603～1625年一約530件，1626～1640年
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一286件とあり，これらの数字から判明するのは，時代が下るにつれて勅許
状獲得件数が減少煩向にあることと，ユリザベス治世前半に件数は集中するカミ，
治世後半には多くの外国人が勅許状を獲得しなくなっていること，14㌔であ乱
一方，帰化法については，1558～1603年一12件，1603～1625年一37件，
1626～1640年一34件と時代の下るにつれて若干の数字の増加を看取できるげ
れども，この数字は数千をかぞえる外国人全体から見れぱ全く取るに足らぬも
のである。
　これらの数字からとりわげ議論の対象とすべき事は，エリザベス治世前半
（約20年問）に国籍付与開封勅許状の獲得者が集中している事である。㈲これ
はユリザベス期に入って移民政策が急変したことによるもので，㈲このように
不安定な時期においては，国籍付与状の発行が政府側にとっては亡命者人口の
コントロールの一手段として役立つと考えられていたし，一方で亡命者側から
見れぱ，ロンド：■に定住したぽかりの身であって商工業考とLても自立できな
い時期であったが故に，国籍取得者（denizen）となることは当局から保護を
得る重要手段であったのである。ω
　ところで，外国人の国籍取得はエリザベス期の20年を経過するとなぜ・急遠
に減少Lていったのであろうか。イギリス国籍や，またここで直接の対象とは
してないが，公民権（freedo皿）を獲得することは，諸ヵソパニーと一定の関
係を保つためにも必要であったと言われている。とするとこれは，亡命考の経
済活動における基本的な経済単位の間題にかかわってくると思われるのであ
る。すなわち，これまでの叙述でも明らかなように，相当数の外国人が諸カソ
バニーと一定の関係を保持L，カソパニー側からも外国人のr熟練技術」は必
要不可欠であると意識されるまでに至り，女王メアリ期では，外国人のr熟練
技術」を奪われたくないとの願いが，当局の迫害から外国人を保護することと
なってあらわれたのであった。｛8〕だが，こうLて熟練技術者としての力量を誇
示して諸カソバニーと一定の関係を緯持Lた外国人は外国人全体からみると，
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むしろ「少数派」であったと推定されるのである。1593年の調査書とチャール
ズー世期の調査書から判明するのは，一般的に外国人の経済単位は家族であっ
て，それ故かなり小さかったことであり，また1593年の別の資料（Dugale
manusCrlpt）からは，外国人のある老が外国人，イギリス人の両方の下僕
（SemantS）を使用していて，そのうちの何人かぱ住み込みで使用されていた
ことがわかるのである。こうした諸例から推定されることは，外国人杜会の恒
常的なr経済単位」が諸カンパニーとはいささかの関係も持たない，r独立L
た小家族」（a　se1f　contained　s㎜all　family）であったらしいという事であ
私そLてこの推定を基礎とすると，外国人のほとんどが国籍敢得考のような
法律上の身分を獲得Lなくなる傾向を説明することができるのであ孔つまり
一言でいえぱ，外国人の基本的な経済単位はr独立の手工業経営」だったので
あり，そうした法律上の身分を獲得Lなくてもなんら差し障りなく経済活動を
営むことができたということであ飢そしてこうLた「独立の経済単位」を持
ったことの重要性は，とりわげ17世紀前半の経済的不況蒔にイギリス人の各種
1職人から様々な攻撃に晒され，密告者（informers）に苦Lめられた時でも，
外国人がほとんど干渉を被ることなく経済活動に従事できたという点に，あら
おれていたのであった。⑨
　次にここでは，外国人に課せられた種々の租税面から，彼らの経済活動を浮
き彫りにしてみよう。まず中央政府の基本的な租税政策として，外国人からは
イギリス人の2倍またはそれ以上の税金（taxes）徴収を原則としていたことを
確認しておこう。これはチューダーおよび初期スチュアート期を通じて政府側
の一貫した主張であり，イギリス国内で居住のみならず「商工業活動」も許可
されている外国人が2倍の税を支払うのは当然であると，彼らは考えていた。但o
ところで外国人に対する諸税には基本的には，中央政府によりて課せられた国
税（nationa1dues）と，諸地域の役人から賦課され地域ごとに異なる地方税
（local　dues）があった。前考は議会の同意を経て課せられるものと，国王の
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意志（wi1l　of　the　crown）によって直接賦課されるものと二種類あったが，
具体的には，十分の一税（Tenth）および十五分の一税（Fifteenth），レイ・
サブシディーズ（Lay　Subsidies）〔土地および財産税（Land　and　Property
Tax）〕，種々の輸出入関税，臨時税（extraordina町taxesand　loans）があ
った。また地方税には，Scavage，Pockage，Ba1liage等があった。1加本稿で
は「熟練職人集団」の経済単位解明を第一義とするので，人頭税（poll　taxes）
との関連から彼らの経済活動について考察してみよう。まず土地および財産税
に関して，土地の場合，年評価額1ポンド以上のものに対して8d（イギリス
人は4d）の税が課せられ，個人財産（9oods）の場合には，評価額3ポンドの
ものについてポンド当り5s－4d（イギリス人はこの半分）が賦課され，もし財
産（1andandproPerty）1がこれらの評価額に満たない場合には，1名につき
4dの人頭税が子供（7才以上），犬人を問わず課せられたのであった。そして
現実には外国人の大多数が人頭税以上を支払う余裕のないr貧しい人々」で，
高額の支払いをするといってもせいぜい10ポンドかそれ以下で評価されていた
のである。ωまたユ00ポンド以上の財産を持つ外国人はごく少数にすぎず，それ
も大部分が市区（City　Wards）内とごく隈定された地域に居住Lていたので
ある。
　このように，外国人には種々の租税が賦課され，その税の支払いから，彼ら
の大部分が貧しい人々によって構成されているのがわかった。またその多くが
諸カンバニーと直接の関係を持たないr独立の手工業者」であったことが，国
籍取得考の減少優向から推定された。そこで本節の最後に，外国人の大多数を
占めたに違いない，この「貧しい独立の手工業考達」が，具体的には如何なる
経済活動を営んでいたのか検討Lてみよう。
　一般的に外国人手工業者の経済単位は極めて小さく，2～3人の下僕（ser－
VantS）を使用する者さえ見い出すことはまれである。仁3ヨここではそのような
極めて小さな外国人の経済規模を基本的前提とLてこれからの叙述を展開する
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ことにする。まず第一に，家族全体が同一の職種に従事する例がある。1568年
にLangboum　Ward居住のFraunc三s　de　Fariasとその妻，娘，下僕はみ
た絹の織布（si1k・weavi㎎）で生活L，また同年Aldgate　WoI1segagneに住
むWo11segagne　de　Fa1ise，その妻，3人の子供は絹職布工（Si1k　weavers）
として職業生活を送っていた。第二には，同一系列の職業に従事する外国人
が同一の家屋で職業生活を営む場合で，その例として1568年にBishOpgate
Wardで織物関係の職人集団が共同生活をしていたのを挙げることができる。
そこでは，織布工（weavers）一6名，絹織布工（silk　weavers）一4名，
絹紡績工（silk　spimer）一1名，仕立屋（ta｛lor）一1名，ボタン製造工
くbutt㎝makers）一2各石彫刻師（stone　en馴aマer）一1名，醸造業考
（brewer）一1名がひとつ屋根の下で暮していたが，このような事例は例外
中のまた例外であったと考えるべきであろう。第三には，外国人の問で雇用者
一被雇用者の関係のある場合もあった。1568年East　Smithieldにおいて
掴籍取得者で二人のピール醸造業者．Henry　LoberryとDerick　Jamesが碕
馬車運搬人（draymen）一4名，製粉業考（mi11ers）一2名，ピール醸造人
（brewers）一4名を雇用していた。また第四に，侍とLて租税〔Lay　Sub－
ddies〕の評価額の査定でカ：■バニーてCo㎜panies）所有者として言及され
ている外国人もいるが，これば相当大きな経済単位が外国人の職業に形成され
ていたことを暗示している。ω第五にボタン製造業に従事する婦人や，亡き夫
の仕事を引き継ぐ寡婦（widOws）の例を検出できる。固また第六に，若干の外
’国人商人がその下にかなりの数の下僕を使用Lて工業活動を営んでいたことも
．確認できる。1571年にCandlewick区に居たアントワープ出身の商人Giles
丑0晦ageは合計ヱ4人の下僕を使用しているが，内2名は絹の撚糸（twist）技
術を他の下僕に教授するために来英した者であった。蝸第七に外国人のある者
往一種の工場制度（factory　System）を用いており，ガラス製造やタペスト
リー製造にこの例があった。判明するものでとりわけ重要なのぱJohn　Carr6
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とA皿thony　Beckuのガラスエ場で，この工場ではロレーヌ，ノルマソディ，
ボージュ出身のガラス製造工（91ass　workers）が働いていた。㈹ところで，
外国人の所有するr資本」については多くの場合取るに足らぬものであったと
推定されるが，それでも外国人の職業で中心的役割を担った絹工業では椙当σ
資本投下がなされていたと推測される。それは労働者一人当りに許容された織．
機数から判断して，機械が広範囲に利用されていたらしいし，またかなりの原
材料と人手も使用されていたと思われるからである。㈱
　さて以上のような外国人の経済単位に関する諸例の提示を離れて，次に外国
人のr独立の手工業経営」の内容とその特色を検討してみよう。
　重ず言えるのは，外国人のr独立小経営」は多くの場合，完全に自己の労働
力に依存Lていたことである。胸そして「非家族労働力」を雇用していた場合
でも，そうした家族単位の経済活動では，その家族の子供が「労働力」として
重要な役割を演じていたに違いない。1593年の資料によれぱ，そこに記載され
た1040件の外国人家族のうち516件は全く下僕（semants）を有Lていなかっ
た。この頓向は1635年に至っても全く変わっていない。㈱またこの1593年の資
料では，内212家族は「イギリス人」労働者を雇用しており，149家族はrイギ
リス人」とr外国人」の両者を労働力として使用Lていた。これは「熟練工亡
命者」がどのようにして自己の保持する高度な技術をイギリス人に伝授してい
たかという観点に立つとき，きわめて翼味深い史実であって，外国人の熟練技一
術はある特定のカ；／パニー内で伝授されただげでなく，むしろそれよりも広範
囲に，こうLた外国人猿立経営者に便用されたイギリス人を通じて伝授されて
いたと考えられるからである。1593年の資料によれぱ，結局361件の外国人家
族が，人数は不明だが「イギリス人労働者」を使用していたことになる。また
同様の事実を示唆するものとして，1593年の別の資料では，「イギリス人」ひ
労働考1671名に対して外国人はわずか686名しか使用されておらず，こうした
数字は当時の当局者をして外国人熟練職人がイギリス人にr高度の熟練技術」
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を伝授していたとの思いを抱かせたに違いないのである。触要するに他の外国
人の使用（雇用）を不可とする法律上の立場が如何なるものであったにせよ，
事実上，外国人は自己の手工業内に他の外国人も使用しつつ，それ以上にrイ
ギリス人」を雇用して，r自己経営」を押し進めていったことになるのである。㈲
そLてこれは熟練工亡命者のr技術伝授」を期待する当局者には誠に都合のよ
いことだったわげである。さらに最後につげ加えておきたいのは，外国人の職
業構成は極めて多種多様であり，従って，イギリス人からの敵擬心や憎悪にも
拘らず，最悪の場合でも日用品の自給自足は十分に可能であったと推測される
ことである。㈲
注（1）Scouloudi，oク．〃、，〃伽肋〃荻α〃o施，P・4・当時使用された言葉に，alien
　　inimicus，a1ienfriend，denizens，“naturalised”persons，またa1ienenemyも
　　あった。
　（2）　1〃五，P．14．Sc01ユloudi，o力・cξた。灰θま勿ク免8ρグ5かα挽g7∫，P・3・
　（3）　Scouloudi，oψ．4た。ノエ〃ε閉1刎物ξgκσκo勉。PP・18－19・
　（4）　Scouloudi，oφ．c〃。，R4〃7閉∫q戸8ま7α〃927∫。P・5・
　（5）　Scouloudi，oカ．6〃．，■4κ2〃1榊〃砿87ακo閉，P．33・
　（6）　Scouloudi，oカ．o払，1～2オ刎プ〃5ρブ∫伽”〃9召附，P・6・Pettegree，oψ・6〃一，PP，147－
　　149．
　（7）Scouloudi，ψ．6払，地肋閉5ψS〃〃g〃∫，p．7．Patentsを保持する最大の長
　　所は，自分の子供に不動産（rea1eState）を相続させることができたことだった。
　　スクラゥディはこの他にfreedeniZenの身分があったと記している。これは都市
　　公民権（freedom　of　the　City）と国籍取得者の身分を同時に保拷する外国人のこ
　　とで，前者の都市公民権は理論上三つの方法で獲得された。1）patrmory，2）
　　apprenticeship，3）redemptionである。だが外国人は2）3）とのみで獲得でぎ
　　た。
　（8）本稿，皿章の後半部分を参照。
　（9）Scouloudi，ψ．碗．，地肋閉∫げ∫肋勿g㈱，P．12，P．83．法律上，国籍取得者を
　　除いて，外国人は家屋を建て店舗（shop，chamber）を持つことは禁じられていた
　　（Statute21Hen町VIIIc16）。また長い間の伝統として，外国人内部の商晶取引
　　きも禁止されていた。だが実際はこれらの窺制はほぼ完全に破られていたのであ
　　る。（Ibid．．P．41）また帰化法（Acts　of　Naturalization）の適用を外国人がほとん
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　ど受けていない理由はむしろ当局者の側にあり，彼らは外国人移民がイギリス人と
　同等の便益を享受するのを嫌ったのであ飢要するに・当局老の亡命考に対する意
　識はこの点にも明確にあらわれていたのであって・亡命老がイギリスに居住して・
　『新職業」を紹介L富をもたらしてくれれぼ，それで良かったのである（Scouloudi，
　○ク．泓，λ〃刎肋刎紐α肋〃，P．35）
σO乃牡。p．7αこの原則は国籍取得老であろうとなかろうと，例外はなかったよう
　である。〔1’ωd、，P－23，P．80．Scouloudi，ψ．枕。，地肋閉sげS紗舳g〃s，PP・17－
　18．〕
φO　Scou1oudi，oψ一‘〃．，λ”召彬1〃刎ξ9”吻”o閉，PP，87－9ユ・
⑫　　15｛五，pp．81－82．Scoul01ユdi，oク．”た。1～勿勿π〃5ρグ∫ま”α椛8召r∫。p．18，p－23．
市区（the　City　wards）内の外国人の租税支払い人数の課税評価額ごとの分類
〔ユ582年（E179／251／16），Lay　subsidyの第2期支払い〕
区（ward）
A1dersgate
Aldgate
Basssishaw
Bmingsgate
Bishopsgate
－Bread　Street
Bridge　Ward　Within
Broad　Street
CandIewick
℃astlebaynard
Cheap
Coleman　Street
Cordwainer　Street
Cornhill
CripPIegate
Dowgate
Far止㎎d㎝Within
Faπingdon　Without
La口gbourn
Lime　Street
Portsoken
　　　　　　　　1ポンド　1～9ポ　10～20ポ　20ポソド全被課税人頭税を未満の支　ンドの支　ソドの支　を越える
者　支払1老幾をす幾をす幾をす鶏を
209　　　151
192　　　ユ49
　3　　　　2
152　　　118
239　　　206
　6　　　　2
ユ5　　　　8
91　　　75
29　　　17
　7　　　　5
13　　　11
52　　　48
11　　　　6
　2　　　－
61　　　47
53　　　36
104　　　57
72　　　46
163　　　119
20　　　ユ8
97　　　84
38
29
1
4
23
4
1
8
2
1
ユ
4
3
9
6
32
24
11
9
20
13
30
10
4
8
9
1
ユ
1
2
2
4
11
15
2
31
1
4
1
2
2
1
1
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「Queenhithe 20 13 5 1 1 一1Tower 195 115 32 45 1 2
Vint】ly 29 23 5 1 一 ■
Wa1brook 5 2 1 1 1 一
253 217 9 3
合 計（人） ユ8401358 482
（出所）I．Sc01ユloudi，地物榊∫oプSま〃惚㈱初肋僅」吻肋切〃∫1593．1627．1635．1639．1985，
　　　p．22から引用百
　⑬　R．E．G－Kirk　a口d　E．E．Kirk（eds），亙ε肋7〃∫oグλ〃刎5Dωθ〃伽g初肋彦
　　α妙．σ〃S刎肋淋・グエ0肋勉介0刎伽肋9勉・グ肋榊γ”ま0ま肋0グ
　　∫肋ωI，III，1907，P．247・〔以後1～物榊5と略記〕Scouloudi・ψ・肋・・”タε舳
　　1刎刎タ9πα”0勉，p，136．
鯛1肋・，P・137・
　⑪5　1〃6．，p．138．
⑱Ki・k，・ψ．泓，肋舳・，II，P・84・S…1。・di，・ク・仇”㈱”刎紗α肋椛・
　　P．139．
　ζヵ　　1あξ∂．，p．141．
　Φ魯　　1’5ξ五，p．142．
⑲S・oulo・di，ψ．仇。肋舳・oパ伽α勉g㈱・P・82・
　奪◎　1肋∂．，P・105・
　⑳〃6。，P・81・
　⑳1あ倣，p．82．肋〃伽飼o〃Wα”W脇0〃まに住む食料品雑貨商（gr㏄er）で参事
　　会員（alderman）のPaul　Banningは雇職人（joumeymen）とLて72名のイギ
　　リス人，89名の外国人を雇用し，徒弟として139名のイギリス人，20名の外国人を
　　使用していた。このような外国人はおそらく．，City　Companiesの会員とLて承認
　　されていたと推定される。
燭S…1・・di，・力．仇肋舳・・パかα閉g舳・P・81・
　（4）熟練工亡命者とギルド
　本節ではニリザベス期以降の熟練工亡命考が諸カソパニーとどのような関係
を維持していたのか，その内容を検討してみよう。
　まず確認すべき前提を述べておこう。第一に，カンパニーの方針によって扱
おれ方が異なるだげでなく時代に応じて種々の規制にも服したげれども，外国
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人が一定のカンバニーの会員になり得たことは確実であったという点である。
第二には，前章で指摘Lたように，外国人の基本的な経済活動がr独立の手工
業経営」であったが故に，カソパニーの会員にならなくとも自已の職業を実践
し得たという点である。事実，1582／83年の調査では外国人の経済活動の成功
にカンパニーは当惑すらLているのである。ω
　1560年以後ロンドソに・大量に押L寄せた熟練工亡命者に対して，諾カンパニ
ーが深刻な不安に陥り急速に警戎の念を強めたのは，おそらく初期の20年くら
いであったろう。その間にも大陸の宗教戦争の激しさの程度によって，移民流
入数に増減があり，とりわげ流入数が急増すると諸カソパニーは厳しい規制替
置を講じて，彼らの経済活動を圧迫しようとした。｛21外国人熟練職人の経済活
動に関する規則は，古くは1523年の法令（statute）〔14／15Henry　VIII，c2〕
で決められており，その規定によれぱ第一に，手工業に従事する外国人は国籍
取得考であろうとなかろうと，イギリス生まれの外国人徒弟ならぱ雇用可能で
あり，第二に，2名までの外国人雇職人（jOumeymen）またはcOvenant　ser一
∀antsを使用でき，第三に，シティ内およびその周辺2マイル以内に居住する
外国人職人（Stranger　Craftsmen）は諸カソパニー（City　Companies）の講
査（search）に服す，と決められていた。そLて1529年の法令（statute）〔21
亘enry　VIII，c16〕ではこれに，国籍取得者のみが家屋を建て店舗を維持しう
るという条項が加えられてくる。だが外国人職人に対する規制が法律上とくに
意識されるように。なるのは，1530年以降熟練工亡命者が相当数流入するように
なってからで，同年の法令（statute）〔32Henry　VIII，c16〕には，臣民であ
れ国籍取得者であれ如何なる考も4名以上の外国人下僕（alien　servants）を
有Lてはならないと定められていた。またエリザベス期に入ると1563年に職人
条例（Statute　of　Arti丘cers）〔5E1izabeth　I，c4〕が通過し，この条例40項中，
2項が外国人職人にも影響を与えたと言われ，24項「7年聞の徒弟をへた老の
みが雇用されうる。」という規定と，26項「3名以上の徒弟をもつ，すべての
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織元（c1othiers），縮絨工（fullers），勇毛工（shearmen），織布工（weavers），
仕立屋（tailors），製靴工（shoemakes）は，他の徒弟1名につき1人の雇職
人を雇用すべL。」という規定がそれであった。＝劃大枠としての外国人に関する
法令には以上のようなものがあったが，市当局者はなによりも基本方針として，
外国人が相互に商品敢引をするのを禁止するとともに，外国人が店舗を持ち小
売り販売するのも禁止しようとしていた。外国人に対するこうした規制措置は
1574年にはさらに厳しくなり‘4〕，そこでは「市民はイギリス人以外の如何なる
者も徒弟とLてはならない」と定められていたが，このような規制強化の背景
には，亡命者の流入数が急上昇Lていたという史実がある。但し，こうLた種
々の規制措置にも拘らず，事実上そのような法律は無視されて外国人の経済活
動は営まれており，従ってイギリスが不況に突入すると必ずと言ってよいほど，
イギリス人の手工業者達から，外国人は7年問の徒弟を経ずに職業に従事し，
勝手に店舗を構えて小売り販売をしているとの訴えが生じてくるのである。㈲
ところで亡命者はイギリス人には未知の新産業を数多く導入したが，そうした
諸産業がどの程度旧来の諸規制に服したかは，不明な点も多い。｛6jまた諸カソ
パニーは通常では外国人職人の経済活動を絶えず牽制Lて自由な経営活動を禁
止しているが，一方で自己の利益のために彼らの熟練技術を利用できる場合に
は，とことんそれを利用して，その経済活動を許容していた。ほ：例えぱ1627年
にG1az1ers’CompanyとBlacksm1ths’Companyは，ある外国人鍛治屋
（b1acksm1th）が徒弟を使用しンティ内で仕事を続げられるよう請願書を提出
している。この理由は明白で，その外国人がイギリス人の職人にr技術伝授」
をLていたからなのである。
　次にカンパニーが外国人の加入許可を下した実例を整理してみよう。まず大
事な点は，すべてのカンパニーが外国人を受げ入れていたわげではないという
事である。例えぱ外国人を完全に除外したカソパニーに，Butchers’Company
とGolds㎜iths’Companyがある。｛8〕この二つのカソパニーに関しては，1575
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年に女王が公げに外国人受げ入れを禁止していた。但。し外国人刃物屋（Cut1erS）
だげば国籍取得者である場合に隈定して入会を承認されていた。値］ところで外
国人と諸カンパニーの関係を示す翼味深い資料がある。血o〕それは1583年9月か
ら翌年の9月9日までの期問について作成された報告書だが，この報告書を検
討すると以下のような諸点がまず明らかになる。第一に，各カンパニーがそれ
ぞれ個別の規則（rulingS）を作成しており，あるカンパニーは外国人を承認
し，別のカンバニーは彼らを拒絶しているという事である。第二にWea▽ers’
COmpanyおよびJginers’Companyを除いて，言及されている外国人はご
く少数であったという事である。第三に，ヵソパニー内でのo租ce　hierarchy
と関連する外国人の立場は一様ではなかったという点である。本報告書では，
外国人との関連では27件のカソづ二一が言及されていて，その内11件のみが特
殊な条件を付加して，外国人を承認していた。（表参照。）．
　本表の具体的な検討から判明するのは，第一に，カンパニrに正式加入する
には，一定の加入金や会費の支払いとは別に，’その外国人が国籍取得考である
ことが，何らかの資格に類似する’ものであったと考えられることである。もL
仮りにこの推定が正しいとする．と，本稿第皿章一（2）節で扱った様に，ニリザベ
ス朝の20年を経過すると外国人の多くは国籍敢得者とならないことが同時に，
彼らの経済生活がr独立の手工業経営」に基礎を置いていたことを裏づける証
拠となるであろう。第二に，諸カソパニーが恐れたのは，外国人の職業カミそれ
重で行なわれていたロソドンのr伝統的部門」とぶつかり合うことであったと
いう事である。これは左表の〔2〕の場合のように，加入条件にカンパニーの
活動と関連する技術の使用を禁じていることからもわかるし，また表には記し
てないけれども，〔10〕一③の2名のうちの1人John　de　Horseは絵画の販売
と画筆（bmshes）製造に従事していたが，それはカンパニーの活動と直接的
な読合関係にはなかったと考えられるのである。匝』カンバニー側が外国人に対
して一番懸念Lたのは，外国人の職業がそれまでカ：■バニーで担われて一きた
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カソパニーの名称 内　　　　　　　　　容
〔1〕
〔2〕
〔3〕
The　Company　of　Armourers①様々な額で会費を支払う親方（maSterS）！
一4名。②雇職人一4名。
TheCOmpanyofBaber・sur・①surgeOnsとして活動する5名の外国人
geOnS に対して特別な厚遇。②カソパニーに。関連
する技術（SClenCe）は用いないという条件。一
The　B王acksmiths’Co血pany
／・〕1・・・・・…叩・・・・・…
①過去6年間は外国人を許可していたい。
②しかし16名の外国人がこの職業に従事し
ており，内3名は国王の開封勅許状（Letters
Patent）によって承認されているが，他の13
名はそうした承認もなく会費（dues）も支払
てっない。
①　2名を許可。
〔5〕
〔6〕
〔7〕
〔8〕
〔9〕
〔10〕
〔11〕
The　Company　of　Dyers①b Othersとして2名を承認（1名は2人
の下僕を使用する外国人で40シリソグを支払
っている。他の1名は20シリソグを支払って
いる）。②両者とも国籍敢得老。
The　Co血pany　of　Embroiders①カソパニー内で刺繍職人として働かせる
ために2名の雇職人に許可を与える。②会
費（quaterage）は4d。
The　Company　of　Girdlers①2名の外国人のみを承認。②国籍敢得1
老。　　　　　　　　　　　　　　　　　r
The　Company　of　Haberdash－
erS
①9名の外国人を承認。②後らはフニル
トエ。③1人当り2s－6dの支払い。
The　Co血pany　of　Merchant
Tailors
①国籍取得者のHenryeShePhedrdのみ≡
を承認。
The　Company　of　Stationers
The　Weavers’Company
①broth sとして6名の外国人を承認。
②内4名はすぐにイギリスを離れる。③
他2名はFreeDenizensでB1ack｛「ia「sに
居住。
①〔brothersとLて承認された者〕親方
（masters）一73名，雇職人（joumeymen）一
89名。②〔承認を受ける時の支払い額〕親方
一5ポソド，雇職人一3s4屯③（会費）親
方一6d，雇職人一3d。
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r伝統的職業」と競合して，そのためカソパニーの下層を形成する小親方やジ
ャー二一マソ層の経済活動が窮地に追い込まれることであったに違いない。胸
幸い外国人の多くの職業がイギリスに’それまで紹介されたことのたいr新職
業」であったために，直割カソパニー側からの露骨な反動政策を回避できたが，幽
これがカンパニーの「伝統部門」と直接に絡み，外国人が自己のr新技術」に
基づく高度な生産力をもってカソバニーの利害に低触するに至ると，事は容易
に運ぱなかった。その一番の例が，London　Weavers’Companyとの関係で，
外国人職人の中心的職業が絹織布工を主とする種々の織物業であったために，
外国人の使用する織機や機械に対する敵意や破壊運動が，かなり頻繁に見られ
るのであ孔蜴そして，坂巻氏も指摘するように，外国人職人に対する糾弾は
不況期に頻発L，その証拠に不況期の1620年代に，brokers，cutlers，dyers，
c00pers，jOiners等から外国人職人は猛攻撃にさらされているのである。
5主（1）　Scou1o口di，oク．む肱，λ〃召〃1刎刎’97αガo〃，P．ユ30，Pettegree，oカ．c狙，PP．274－
　　275この時期に当惑LているのはLondo口Co血pa㎜esはかりではなかった。外
　　国人教会の礼剃こ参カロするイギリス人の数が急増していったために，当局老が慌て
　　ふためいて，1573年10月22目付で枢密院は二つの外国人教会に，非国教徒（dissid・
　　ent）のイギリス人を会員として受け入れるのを拒絶すぺしとの手紙を送っているの
　　である。これはエリザベス期に入るとピューリタソの活動が活発となり，当局によ
　　る非国教徒への圧迫が強化されてきた事を示しているのである。
　〈2）　Scolユloudi，oク．‘〃．，灰2彦刎7捌∫qグ5f””挽8275，P，46．
　｛3）1ゐ泓，P・49，P・116・
　〈4）　Sco1ユloudi，0ク．oξた，■4κε勉1刎洲｛g7ακo勉，p．127．
　＜5）　Scouloudi，oク・6〃・，　1～勿〃7〃5　ρグ∫ま7α惚g27∫，　PP．62－65．　Scouloudi，oカ．　6ξ友，
　　λ〃肋∫刎”8吻κo挽，p．124一外国人商人が輸入品を小売り販売しているとの議論
　　もあがっているが，それに対する弁護は，彼らの販売する商品カミイギリスでは製遣
　　されてないというものであったo
　て6）　Sco1ユ1oudi，oψ・6ξ左，1～助”7地5ρグ5か”〃92κ，P．50．
　（7）　Scouloudi，oψ　‘：〃。■41κ施1刎〃吻gκ吻向o〃，P　123
　（8〕乃泓，P．131一
1550
　　　ロソドンにおけるプロテスタソト亡命老杜会の形成と移民政策の展開　　μ7
（9）”姐，P皿131－133・本文における1583年の報告書でも示されているように，諸カ
　ソパニーへの加入には額の会費（ihe）が徴収されていた。その徴収額はカソバニ
　ーによって異なるばかりでなく，ときに個人によっても違っていたoまた内部の規
　約も相当厳Lく，1595年に外国人絹織布工に対して起草された条例（0rdinances）
　によれば，国籍取得者とならなかった外国人はカソバニーに承認された初年度，各
　々1名を起える徒弟，雇職人を持つことはできなかった。また同様の原理が織機数
　に関する規約にも適用されている。国籍取得老でない会員（freeman）は4台を越え
　てはなら次かったが，国籍取得会員（freeman　denizen）は5台を許可された。ま
　た外国人はカソパニーの厳Lい検査にも服しており，1615年のTumers’Company
　の条例では，シティおよびコルチ呈スターのすべての外国人は検査のために，彼ら
　の作ったいす（chairs）をヵソパニーに運ぶように命じていた。
く1◎　ScouIoudi，oψ。o｛た，1～勿勿7勿∫ρ戸∫〃α閉8－27∫，PP．43－44．Kirk，oψ．o6友，1E召ま〃γ地8，
　II，258伍27件のカソパニーのうち他の11件は過去6年間に外国人の承認なしとあ
　る。但し，その11件のカソバニーのうち，外国人についてなんらかの記述をLてい
　るのはJoiners’Companyであるo
屯］）　Scouloudi，oカ．δた，1～4刎7郷げ5ま〃椛g278，P．43．
⑲　坂巻清薯『イギリス・ギルド崩壌史の研究』（右斐閣，昭和62年），169頁。
ζ今　Scouloudi，oク．δた，R勿”γ閉∫oグ∫かα物g373，P．81。
Φ4　　1あま‘乙，　pp．62＿65．
⑲Scou1oudi，功・o机，λ〃伽1刎刎な〃肋捌，p．243．このように外国人の使用する
　機械に対する攻撃は経済不況時に生じやすく，1623年9月にはイギリス人の針製造
　工（need1emakers）が長老会（Cou打of　Aldermen）に請願書を提出L，外国人の
　使用する針製造用のエンジンが針製造工の職を奪い，「誤った製晶」（faulty　prod－
　ucts）を製造Lていると非難しているのである。〔”姐，皿117．Scou1oudi，oゆ．6扱，
　地肋閉sψ∫肋〃8〃∫，p－52．また本稿V章を参照のこと。〕
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IV　ジェームズー世（1603－25年），チャーノレズー世治下の
　　亡命者集団（1625－1640年）
　　　　一追害期の熟練工亡命老達一
　エリザベスー世が逝去（1603年）し，ジェームズー世が即位する17世紀初期
のイギリスは，宗教および政治・経済上の諸矛盾が徐々に露呈し，宗教問題で
はかのピェーリタソ（非国教徒）が信仰の自由を大担に要求し，それと並行し
て経済的には下院を拠点として経済活動の自由と平等を主張する反独占運動が
大河となって，一部の独占業者および国王に押L寄せて行く時代であった。そ
して同時にこの時期は深刻な経済不況のために主に毛織物業を営む各種の手工
業考たちが貧困の碑き声をあげており，ロンドンのような都市ではそのしわ寄
せが外国人熟練エヘの公然たる非難となってあらわれてくるのであった。また・
イギリスに新産業（職業）を導入Lイギリス経済を活性化させるのを期待され
たそうした外国人熟練工・そしてその統制の基軸である外国人教会はニリザベ
ス期こおいて政府当局から十分な保護を与えられていたが，このギブ・アン
ド・テイクの良好な関係もピューリタン革命へと向げて徐々に崩壌し，こうし
た情況の中で，ロソドンの亡命考集団とその代表たる外国人教会は受難の時を
経験するに至るのである。以下において熟練工亡命者の経験した困難を経済と
信仰の両面から追跡し，この苦難の蒔代の亡命老杜会の状態を検討してみよ
う。
　外国人（亡命者）の職業活動に対するロソドン居住のイギリス人の不溝およ
び攻撃は，杜会的，経済的諾条件の悪化と密接に絡まり合って，16世紀末から
発生していた。だがニリザベス期では中央政府の外国人に対する積極的な保護
政策の故に，そうしたイギリス人手工業者からの様々な不平が直接外国人に影
響を及ぼすことはなかった。ωイギリス人との経済的対立が激化Lそれが本格
的に顕在化するのは，1615年夏以降である。この年迫り来る経済危機を前にし
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て，外国人の経済活動に起因するイギリス人の苦情を検討する委員会が当局に
設げられるからである。｛2〕深刻な経済不況の中でこうした委員会が設げられる
舞台裏には，London　Weavers’Companyのようなカンパニーから次のよう
な不満があがっていたからである。すたわちそれを要約して述べれぱ，（1）外国
人は商工業を傷つけ法令（Statutes）で許可された以上の雇職人（joumeymen）
を雇用L，検査の際にはそれを隠している。また安価で生活Lそれ故イギリス
人より安く販売している。（2）法律に反Lて絹のレース（silk1ace）を輸入して
いる。（3）外国人をイギリスに導いたのは戦争だが，」すでに迫害は終わったのだ
から彼らは強制送還されるべきである。（4）委員会にオラソダ人の使用Lている
機械のひとつの使用禁止を要求する。帽〕このように，イギリス人商工業者の不
満を聞く委員会の設立によって，シティ・カンパニー（City　Companies）の多
くが外国人に対して辛辣な不満をぶつげる機会を得たのである。そして前章で
も述べたように，このようた外国人に対する不満の稔りは種々の中小生産考達
からも猛烈な勢いで生じ，外国人熟練工を悩重すことになる。1623年9月には
次のような苦情が針製造工（need1emakers）から長老会（Court　of　A1dermen）
に対して提出されている。＝4〕その苦情の内容は，外国人の使用する針製造のた
めのエソジンがそれを利用する人問の生命を危険に晒しているだけでなく，こ
のエソジンのために針製造工の仕事が奪われたというものであった。そしてイ
ギリスの針製造工はなんとかこの機械を廃棄するよう要求Lているのである。
深刻な不況期に入りロンドンの職人層の生活が困窮に陥ると，それまでかろう
じて隠されていたイギリス人の職人層と外国人の職人層との間の矛盾が露呈し
て，この矛盾の本質が外国人熟練工のr技術優位」に基づく生産力水準の格差
となってあらわれたのである。具体的には，外国人の日常使用する，製品製造
のためのr機械」を廃止する要求となって露出したとみてよいだろ㌔この不
況期にイギリス人がr技術格差」の問題にとくに敏感になるのは当然であるが，
1624年にはthe　Master　and　Wardens　of　the　Weavers’Companyが長老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1553
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会（theCourtofAldeman）に，商人Abrah皿Chamberlenがカンパニ
ーの規約に反して，織布工程に種々の外国人熟練工の技術を使用していると苦
情を述べている。このような苦情は，先ほどの外国人使用のエンジソに対する
僧悪とは若干異たるが，これもまた外国人熟練工の保持するr高度な技術」に
よってカソパニー全体の活動が著しく妨害されたとの意識から生じたものであ
り，外国人熟練工の圧倒的r技術優位」への憂慮という点で，軌をひとつにL
ている。＝5〕
　ところで，ジェームズ期からチャールズ治世にかけて周囲から種々の圧力を
うげたのは，このような外国人職人集団だげではない。｛6〕彼らよりもっと露骨
に非難の矢面にたったのは，永年イギリスに定住して相当の富を築いていた外
国人商人達であった。とりわげイギリスーネーデルランド間の政治経済状勢
に亀裂が生じると，外国人商人の多数を構成するオランダ商人はその峡に立た
されて様々な非難を浴びることにたる。外国人商人への圧迫はそうしたものの
みでばない。この時期，国王財政は極めて悲惨な状況にあり財源を捻出するた
めにあらゆる手段が講じられたが，その手段として独占（パテソト）賦与政策
が最も重要な位置を占めたことは，研究史上周知の事に属する。17〕そして国王
財政の極端な窮乏期において，国王や枢密院が富裕な外国人商人からなんらか
の資金を獲得Lようとするのも，まさに当然の成り行きと言わねぱならなかっ
た。以下これらの点について詳述してみよう。
　1620年代の経済不況期に苦境のどん底にあったのは外国人熟練工のみならず
外国人商人も同じであったが，種々の苦難は1619年の星室庁訴訟事件（Star
Chamber　Case）となって最初に現われてくる。この訴訟事件の背景には1617
年におげる，ウールンの完成品輸出政策の完全なる失敗（コケインの企画の挫
折），帽］16ユ8～1622年の経済危機があり，これらの不況の根本原因は北西ヨーロ
ッバにおげる貨幣改鋳にあったと言われている。
　すなわち，大陸での銀貨の悪鋳が災いして，イギリス産のクロス（Cloth）
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が大陸市場から閉め出されただけでなく，イギリスは輸入超遇と地金の流出と
～・う極度の貿易上のア：■バラソスを経験することになったのである。〔9］それぱ
かりでなく，この時期のオラソダ人商人には非常に不利に働いた間題があっ
た。それはオランダ東インド会杜（Dutch　East　India　Company）とイギリ
ス東インド会杜（English　East　India　Company）との角遂が激化し，衝突が
激しくなるにつれて，イギリス東イソド会杜が意図的にロソドン居住のオラソ
ダ人商人の印象を悪くするような手段に訴えたからである。匝o〕こうLた事情を
背景にして，先の星室庁訴訟事件（StarChamberCase）が起こるのであ
る。匝i〕この訴訟事件の内容を簡単に要約すれぱ，富裕な外国人商人（とくにオ
ランダ人商人）はこれまで非合法な金融活動を営んだり地金（金・銀魂）輸出
を行ったりしてきたので，彼らは重い罰金に服さねぱならないというものであ
った。告訴の開始は1618年12月，最初160名の外国人商人が総額7百万ポンド
の地金輸出を行った廉で，またその後同様に40名の外国人商人が総額120万ポ
ソドの地金輸出をなしたという嫌疑をうげて告訴されたが，調査の結果，法務
長官（Attoney　Genera1）のSir　Henry　Yelvertonにより証拠の発見可能な
者として33人の商人（総額701，000ポソドの地金輸出）が残された。だがこの
証拠も決定的なものとはならず，最終的に18～19人の外国人商人のみが告訴さ
れるに至った。審議を経ての判決結果は18人の外国人商人に合計140，000ポ
ソドの罰金の賦課であった。この判決に対して，ロソドソの二つの外国人教会
（Dutch　and　French　Churches）によって支援された外国人商人はかなりの
挑戦的姿勢まで示したが，結局その姿勢も徒労に終わってしまい，罰金の支払
いのできない商人はフリート監獄（F1eet　prison）に監禁され，それに追い打
ちをかげるようにして国ヨEジェームズは彼らの家財を汲収してしまったのであ
る。以上のように1619年に不当な地金輸出の廉で外国人（オランダ人）商人を
告発した星室庁訴訟事件（Star　Chamber　Case）も，次に検討するように，
そこに隠された根本的動機に国王ジェームズの財政危機の建て直しの問題が接
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たわっており，それほどまでに国王の財政事情は逼迫していたのである。胸
　すなわち，金融問題を巡る国王と外国人商人との関係に。はもう少し複雑な絡
み合いがあったといわれている。国王は17世紀初頭から外国人商人のシンジケ
ートから資金の融資を受けており，例えぱ1603年には主にオランダ人商人から
なる90名の商人の一団がニリザベス女王に21，900ポ：■ドの貸付げをし，引ぎ
続き1607年には他の外国人商人の一団が国王ジニームズに14，500ポソドもの
資金を提供していたのである。⑫このように資金調達機能を外国人商人に負わ
せる施策は国王財政の窮追が進むにつれて顕著となり，とりわげ1617年の商業
危機以降この施策への依存は高まって行った。1617年にも国王は口1■ドソのコ
ーポレーショ1■からの借り入れと同時に，外国人商人から20，000ポンドの融
資を受げている。ω1619年の星室庁訴訟事件に外国人商人を巻き込むことは国
王側にとって次の二点で役立っていたと推測される。その第一は先述した様に，
外国人商人に賦課した罰金で国王の窒の金庫を埋めることができるという点で
あり，第二には，少なくとも1617年の商業危機以降，外国人商人から借り受げ
た多額の借金の返済をこの訴訟事件を切っ掛げに回避することができるという
点である。そLてこの訴訟事件で有罪判決を受けた商人によって支払われた罰
金によって，国王ジェームズの全負債の半分は解消されたと言われており，㈲
この罰金支払いによる収入への期待は枢密院内部でも相当高かったことがわか
るのである。さらにこのように外国人商人に対する露骨な支配が許されたのは，
ロンドン市民層の外国人商人に対する感情が様々な政治，経済上の理由で極め
て悪化していたからたのである。
　続いて，国内の非国教徒（ピューリタン）への追害の強化とそれに対する外
国入集団の対応の問題に検討を加えてみよう。外国人集団が当局の宗教政策で
本格的に苦慮するようになるのは，イギリス国教会へのコン7オームを強制し，
それに従わない考に容赦のない迫害を加えたウィリアム・ロードのピューリタ
ン穣減政策の激化と軌をひとつにLている。本来カルヴィン派のプロテスタン
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ト亡命者集団であり当然ピューリタンに深い親和性を示すこの一群は，一方で
極めて少数派の移民集団であるために，政府当局の保護によってのみ存在可能
であるという二つの対立する要因に左右されており，この二つの要因の間で亡
命者教会を代表とする外国人集団はこの迫害期に徴妙な動きを示すのである。
そこで以下の分析では文献の制約上ロンドンのオランダ人教会を中心に検討し
てみよう。
　ウィリアム・ロードの外国人教会に対する公的な圧追の開始は，1634年4月
ユ7目付のr報告書」The　State　of　the　French　and　Dutch　Churches　in
lEnglandの作成以降である。この報告書の中でロードは，外国人教会がいま
や国家にとって最大悪のピューリタソ（Puritans）に積極的な支持を与え，彼
らの側についていると公然と非難Lている。㈹
　1634年のロードによる報告書作成以降，同年12月9日にはケント（kent）の
外国人諸教会の代表考が調査委員会（Com㎜ittee　of　Enquiry）に召換され，
外国人集団として最初の禁止命令（injmCtiOnS）が下されることとなる。この
一禁止命令の主要内容は以下の通りである。第一に，オランダ人教会内のすべて
のイギリス人（Natives）は居往教区の教区教会に属すること，第二に，外国
生まれのオラソダ人およびフランス人教会の牧師はイギリス国教会で使用され
ている新薦書（Liturgy）を所持すること，この二点であった。ωそしてこう
した禁止命令が完全に履行されたならぱ，カルヴィニストたる外国人諸教会ぱ
完全に息の根を止められてしまうことになったといえよう。その危険性を敏感
に察知したロンドンの二つの外国人教会は，事態の深刻性を憂慮Lて貝口座に手
段を構じ，1635年2月5日にイングランド全部の外国人教会に急邊召集命令を
下し，総会（Synod）においてこの事態に如何に対処するか論議したのであっ
允。そLてこの危機的情況に対する外国人教会の防禦手段は，彼らの日常生活
が国家権力によって妨害されれぱ，イギリス国内における彼らの経済的比重が
あまりに大きいために，イギリス人の最も恐れる失業を呼び起こし，同時に国
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王はこれまでにも多く依存してきた外国人からの関税（CuStOmS）収入を減少
させるであろうとの，自己の「経済的長所」を前面に押し出す主張であった。㈱
それに加えて一方では，自己の勢力はイギリスにおいて少数派にすぎず，それ
も近年に至ってぱ滅少していることを証明するために，外国人教会の規模の縮L
小も強調しているのである。
　外国人諸教会のこうした主張に対して，ロードの本来の意図がどこにあった
のかという点が問題となるだろう。ロードとて100年近くにもわたって確立し
ていた外国人の経済活動を簡単に根絶させることはできなかったに相違ない。
実際にロードは外国人集団に直接的た圧追を加えてその産業活動を中断させよ
うとは，少しも考えていなかった。ロード自身がそのことを約束もLていた。
ロードが最も恐れたのは，1634年の報告書にもある様に外国人諸教会の存在が
国内のピューリタン諸サークルに大きなイソスピレーシ旦ンを与え続げ，ピュ
ーリタソの動きが活発化することだったのである。ごく少数派であり当局の保
護に頼らねぱ存続不可能な状況にあるロンドンをはじめとする各地方都市の外
国人集団がいかに否定しようとも，現実的には，カルヴィン派の外国人諸教会
とピューリタンたちが密接に連絡し合っていたことを否定するのは，地理的に
もできないことであった。つまり次の地理上の分布は外国人集団とピューリタ
ソとの背後の結合を裏づけているのである。外国人カルヴィン派諸教会はノリ
ッジやカンタベリーをはじめとするイングラソド東南部の諸都市に位置してい・
たが，この地帯は一方でロードやWentworthの迫害政策に対抗するピュー
リタソ勢力が最も頑強であった地域であり，ピューリタ：■革命時におげる議会
派の拠点でもあったのである。胆勤
　ところで1634年以降ロードから発令された禁止命令の影響を受げた外国人集
団も，ロードの本来の目的がイギリス国教会内部のノソ・コンフォーミスト撲’
滅にあり，自己の宗教的側面だけがロードの迫害政策と直接的に絡んでいるこ
とが理解されてくると，臣o彼らは請願書においてもイギリスのピューリタン分
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子とはいささかの関係もないことを強調するようにたったのである。帥本来な
らピューリタン運動の拠点ともなるべき集団が，岡少数派であるがために当局
老に対しては意図に反する内容を強調せざる得ない矛盾を，こうした請願書の
中にもわれわれは見ることができる。鯛
　さて，経済的不況によってイギリス人からは外国人嫌いが発生し，1630年代
にはいってロードの宗教的迫害政策の中で自己の存立の基盤を危くされた外国
人集団は，ロードからの禁止命令の発令等で実際には如何なる被害を蒙ったの
であろうか。その経済活動に対して，イギリス人からは様々た不平，不満が生
じたけれども，目一ドの迫害政策の中心が宗教問題に隈定されていたために，
幸運にも経済的大打撃をこうむることなく，この苦悩の時期を乗り切ることが
できた。但しロードの禁止命令の影響が全くなかったわげではなく，特に外国
人教会に関して最低次の二点は指摘でき私第一に，外国人教会内部において
正常た信徒訓練（ディシプリソ）を行ない得なくなったという事，第二に，ピ
ューリタン革命へむげて会員数を減少させていったという事である。幽
　最後に，この外国人集団ばその後如何なる運命を辿ったのであろうか。1640
年秋，長期議会が召集されいよいよ内戦の準備が整えられると，ロンドン，ノ
リッジ，ヤーマスに居住する外国人が武装して二週間の軍事訓練に参加してい
る。これまで政府当局との矛盾をはらむ関係の中でかろうじて存在基盤を維持
してきた外国人集団はいっせいに蜂起し，今や公然とイングラソド東南部のノ
ンコン・フォーミストの側に立つに至ったのである。要するに外国人集団の抱
えていた宗教上の矛盾は内戦の開始によって解消され，その後彼らはクロムウ
ェル政権下の保護に服することになるのである。
注（1〕　O．P．Gre11，λ洲κ〃F〃〃5α〃∂肋3P刎7｛肋施Rωo1〃κ伽，τ〃1）〃o〃C屹刎κ尻
　　肋工o物do〃，1603＿1642．1983，pp．360＿361．
　（2）〃五，P．34。
　（3）　／あ｛〆，pp．34＿35。
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（4）　I　Scouloud1，亙召肋閉5ρ戸S〃α閉8〃s刎ま加〃2伽o力o〃∫，1953．1627．1635・
　1639，λS劾吻ρグακ〃κ砂2”伽o〆妙，1985，p．51．
（5）〃〃，P．52．
（6〕Gre11，oψ．o扱，P．192．
（7〕例えぱ森修二著『イギリス革命研究』（御茶の水書房，1978年），13頁，47頁等を
　参照。
く8）Scou1oudi，oク．泓，地肋7郷ガ∫物〃9㈱，P．26．1617年コヶインのプロジ呈
　クトが失敗L，イギリスの毛織物業カミ不況に陥ってゆく原因のひとつは，ネーデル
　ラソド内への完成品（dressed　and　dyed　cloth）輸入を禁止したDutch　edictにあ
　り，この勅令のために戸ソドソにおけるオラソダ人商人への反感が高まっていたの
　である〔Grell，oψ．c狙，P．193〕o
（g）　1bξ〃，p．196．
⑩1あ〃，p．195一オランダ人教会は枢密院に対して，イギリス東イソド会杜が不当
　に扇動Lて，口：■ドソ人をしてオランダ（フラマソ）人に反感を抱かせるようしむけ
　ていると訴えている。1626年2月18目，枢密院はこの件でオラソダ人教会側の代表
　者と東イソド会杜側の代表老とに出頭を命じ，東インド会杜に扇動的な行動を取る
　のを一定期間停止するよう命令を下している。
仁っ　Scou1oudi，oク．o狙，1～2勿7椛5ρアS伽囮施g2附，pp－26－27．
⑫　R．Ashton，丁加C〃〃地α施6肋2！1”o舳ツ〃〃肋左，1603＿1640．1960，pp．31＿
　46．当時の全般的不況に起因する国王の財政危機は，1618年には頂点に達していた。
　そして国王ジェームズは，コケイ：ノのプロジェクトの崩壊につながったネーデルラ
　ソドとの商業上の角逐の故に，ロソドソのオラソダ商人に対するイギリス人の態度
　が極めて冷やかなものであったことを知悉していたために，オランダ人商人に対し
　て相当強行な手段を敢ることもできたのである〔Gre11，oψ．‘肱，p．197〕。
q3　1肋〃，P．199・
⑭　1あ倣，p．200．Ashton，oψ．c払，p－22．
⑮　Greu，oψ．c肱，pp．201＿202一
⑲乃〃，P．333．ウィリアム・ロードは1632年には，a“report　and　remedy　con・
　cerning　the　French　and　Dutch　Churches　as　they　now　stand　in　ma日y　parts
　of　thiskingdo血，丘rstthedanger，and　thenthepublicre㎜edy”を書いてお
　り，この中では，外国人が富と土地を多く所有Lすぎていることと，イギリス人と
　は決して婚姻関係を結ばないことを指摘している〔1’あ姐，p．327〕。
⑪ヵ　1〃”，pp．334＿335．
⑱乃泌，p．339．禁止命令の発令以降，外国人諸教会から請願書が多く提出される
　が，その内容ぱほぼ共通している。例えぱ1635年7月26目の請願劃こおいては・第
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　一に，禁止命令が経済活動に及ぼす悪影響の故に，将来，外国人教会の貧しい者達
　が各教区の犬きな負担になるであろうという主張に加えて，第二に，オランダ（フ
　ラマソ）人やフラソス人に生計を依存する多くの貧しいイギリス人は賓困のどん底
　で喘ぐであろうという，当局者にとっての最犬の弱点に対する警告を行なっている
　〔1’肋∂、，p．345〕o
鯛　乃肱，p．347．外国人教会の地理的分布については，拙稿「エリザベス期イギリ
　スにおけるプ冒テスタソト亡命者の各都市定佳一十六世紀後半のイギリス経済と
　技術移転一」（早稲田犬学院『商経論集』第50号，1989年），15頁を参照。
旬　”∂、，p．346．1635年9月6目付の官一ドから外国人教会への通知において巨一
　ドは，外国人諸教会の解体は意図してないこと，ただ外国人がイギリス国教会の信
　徒訓練（discipline）と祈薦書にコソフォームする様に書いている。
倒乃肱，p．345。例えぱノリソジの外国人教会はピューリタソと係わりの注いこと
　を特に強調している。
鋤〃6、，p－350．ロソドソのオラソダ人教会がピューリタソの諸サークルと接触を
　保っていたことは明白であり，1648年の王続派のバン7レヅト“Persecutio　U聰一
　deCi㎜a”ではロソドソのピューリタンを攻撃Lながら，ピューリタソの指導老の
　何人かが将来の教会政治のための恵言を得るためにAustin　Friarsを訪ねていた
　と記Lているo
鯛乃倣，pp．347－348，p－379．外国人教会とりわけここではオラング人教会のイギ
　リス国教会観は非常に徴妙で，それはこの時期の教会の存立が聖俗両面において・
　イギリス人との良好な関係に依存していたからである。公的立場としては，自己の
　ディシプリソと国教会のディシブリソにはわずかの相違しかないとしていたが，教
　会内部においては，国教会のディツプリンで教育された者を指導名としては決して
　むかえておらず，国教会のやり方をあからさまに批判することはないが・できる隈
　り係わりを持たないようにしているのである。
鋤乃泌，p．361．Scouloudi，o力．o肱，1～物榊sげS物免g㈱，p．95．特筆すべきこ
　とにこの時期に外国人教会はCo口fomistとNon・Confomisいこ分裂し，以後こ
　の二つの立場で別々に存統Lて行くのである。
V　結　語
　まず最初に本稿第皿章では，ロンドン移民杜会は1540年代以前に形成されて
おり，従って亡命者が大量に流入しても，彼らを受げ入れる素地はすでに確立
していたことが指摘された。亡命者が定住し始めた時の彼らに対する当局者の
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意議は，そのr熟練技術」にあったのではなく当時異端規されたアナバプテス
ト派のr監視役」であったが，この意識は徐々に変化してr熟練職人」として
の亡命者が当局者の脳裏を完全に占めるに至るのである。やがて女王メアリ治
世をむかえ，宗教政策の大転換ゆえに亡命者集団は苦難の時を経験し，多数の
者が再亡命を余儀なくされた。だが，幸いこの亡命者がロンドンの諸カンバニ
ーにとって必要不可決の熟練職人層を形成していたために，カンバニーからσ
保護を受げ9eneral　exodusに結果することはなかったのであった。
　第皿章一（1）節では，1560年以降ニリザベスー世治下に入ると新たに亡命考が
大量に流入Lて，東南部の各地方都市に定住地を広げていったが，この時期に
至るとr新技術」，r新職業」を持ったr熟練職人」とLての亡命老に対する意
識は当局考の間に完全に定着していたことが指摘された。即ち，当時盛んに議
論された絶対王制による謂わぱ「上から」の国民経済確立運動を背景にして，
開明的な政治家ウィリアム・セシルが亡命者コロニーの確立と彼らの従事する
r新麟業」の導入に熱しに活動することにたったのである。当期になると亡命
考の担う織業もそれ以前の段階とはかなり変化しており，イギリスには定着し
ていなかった絹織物や新毛織物（New　Draperies）の織布工達が大量に流入し
てくる。しかし新毛織物の織布工はその後の職業分類からは若干例を除いて検二
出されず，彼らは速やかに東南部の諸都市に移動して行ったと推測されるので
ある。
　亡命老の出身地と彼らの導入した「新職業」に関しては第皿章一（2）節で分析
を試みたが，現時点では十分に解明されたとは言い難い。彼らの出身地が中央
ヨーロッバの北西都であったことは確定できた。本稿第皿章一（3）節において，
外国人の服した法律上の問題は彼らの経済活動にスポットをあてるための一手
段として扱われている。亡命老がロンドンに定住し職業活動を営む場合には，
国籍取得者となるか完全に帰化するかの二つの方法が最も確実であったが，と
くに前者の国籍取得考となる外国人はエリザベス期の20年を過ぎると一1580－
　1562
　　　　口：／ドソにおげるプロテスタソト亡命者杜会の形成と移民政策の展開　　459
年以降一急速に減少していくことを指摘しておいた。本稿ではこうした現象
が発生したのは，外国人の基本的た経済単位が諸カソパニーとはほとんどの関
係を持たない「独立の手工業経営」であったことを示唆するにとどめた。即ち，
外国人のr独立手工業経営」内に相当数のイギリス人が雇職人や徒弟とLて敢
り込まれて，そこで外国人の保持するr高度の熟練技術」が伝授されていたと
いう事が判明したのである。
　さらに本稿第皿章一4）節においては，熟練工外国人がロンドンのカソパニー
とどのように係わっていたかという問題の解明を試みれ基本的にはr独立の
手工業経営者」であった外国人の経済活動も，他方である程度は諸カンパニー
と関係を拷っていたことが確認された。その中でもLondon　Wea∀ers’Com－
panyとの関係が最も緊密であったことが理解されたのである。
　本稿の第V章ではさらに，17世紀初期からピューリタン革命に至る激動の時
期に，こあ外国人集団がどのような運命を辿ったかについて検討した。とりわ
げ1620年代の不況期にはロンドソの各種の職人層から外国人の経済活動は猛烈
な勢いで攻撃にさらされ，苦難の時代を経験するが，外国人の経済活動がロソ
ドン内部においてr自已完結型」で営まれていたおかげで，かろうじてこの時
期を乗り切れたのであった。また外国人熟練工に対する保護政策が急速に転換
するのは，1630年代にウィリアム・ロードがピューリタン撲滅政策を展開する
ようになってからであっれ彼らにはイギリス国教会へのコンフォームが要求
されたが，幸いロードの意識の中に外国人の職業活動を停止させる意図はなか
ったために，彼らの日常生活にまで迫害の手が伸びることはなかったのであっ
た。さらに外国人商人の直面した問題は，金融間題を巡る国王との関係でのみ
述べておいた。
　今後の筆者の研究は，東南部各都市の亡命者コロニーへと移行する予定だが出
1570年以降の都市工業と農村工業の新たな結合関係の成立に，この亡命者コロ
ニーがどのように結んでいたのかという点が解明されねぱならないと考えてい
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るのである。
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